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縄
文
時
代
概
説

現
在
よ
り
も
気
温
が
お
よ
そ
七
度
低
か
っ
た
と
さ
れ
る
寒
冷
期
が
緩
み
始
め
る
の
は
、
今
か
ら
二
万
年
前
頃
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
植
生

は
針
葉
樹
主
体
か
ら
落
葉
広
葉
樹
や
照
葉
樹
主
体
の
森
と
な
り
、
動
物
相
も
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
や
オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
と
い
っ
た
大
型
哺
乳
類
が
絶
滅
し
、

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の
中
型
哺
乳
類
が
主
体
と

な
っ
た
。
ま
た
、
最
も
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
た
の

は
、
海
水
準
で
あ
る
。
最
終
氷
期
最
盛
期
に
は
高

緯
度
地
域
を
中
心
に
氷
河
が
発
達
し
、
海
水
準
も

現
在
よ
り
一
二
〇
㍍
ほ
ど
低
下
し
て
い
た
が
、
二
万

年
前
以
降
気
温
の
上
昇
に
伴
っ
て
氷
河
が
と
け
て

海
に
流
れ
込
み
、
徐
々
に
海
水
準
が
上
昇
し
、
約

六
〇
〇
〇
年
前
頃
に
は
ほ
ぼ
現
在
の
海
水
準
ま
で

上
昇
し
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る（
図
２
─
１
）。
こ
の
よ

う
な
、
更
新
世
か
ら
完
新
世
へ
と
大
き
く
変
化
す

る
環
境
に
適
応
す
る
形
で
始
ま
っ
た
の
が
、
縄
文
時

代
で
あ
る
。

一  

第
一
節
　
環
境
の
変
化
と
縄
文
文
化
の
成
立

縄
文
時
代

第
二
章

図2‐1　約25,000年前と約7,000年前の日本列島の植生
帯の比較 （辻（2002）「列島の環境史」より）
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縄
文
時
代
の
特
徴

縄
文
時
代
と
旧
石
器
時
代
は
、
考
古
学
で
は
土
器
の
出
現
を
も
っ
て
画
さ
れ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
土
器
は
深
鉢
と
し
て
出
現
し
、
そ
の

後
も
主
体
を
占
め
る
が
、
深
鉢
に
は
煤
や
吹
き
こ
ぼ
れ
の
痕
を
残
す
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
煮
炊
き
用
の
道
具
と
し
て
開
発
さ
れ
た
こ
と
が
分

か
る
。
土
器
の
出
現
に
よ
り
、
硬
い
食
べ
も
の
を
煮
炊
き
す
る
こ
と
で
柔
ら
か
く
食
べ
や
す
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
高
齢
者
や
幼

児
な
ど
で
も
十
分
咀
嚼
し
て
食
べ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
ま
た
、
煮
沸
に
よ
り
ア
ク
抜
き
の
効
果
が
期
待
で
き
、
旧
石
器
時
代
に
比
べ
て
可
食

植
物
が
格
段
に
増
加
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
土
器
の
発
明
は
、
そ
れ
ま
で
の
暮
ら
し
を
一
変
さ
せ
、
長
寿
命
化
や
人
口
増

加
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
温
暖
化
に
伴
っ
て
本
州
や
九
州
で
は
森
の
植
生
が
針
葉
樹
主
体
か
ら
落
葉
広
葉
樹
や
照
葉
樹
主
体
に
変
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
森
林

で
容
易
に
採
取
可
能
な
ク
リ
や
ド
ン
グ
リ
を
は
じ
め
と
す
る
堅
果
類
が
主
食
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
四
季
の
変
化
が
明
確
に
な
り
、
食

糧
を
求
め
て
移
動
を
繰
り
返
す
生
活
ス
タ
イ
ル
か
ら
、一
カ
所
に
定
住
し
て
季
節
ご
と
に
変
化
す
る
資
源
を
網
羅
的
に
利
用
し
て
食
料
を
ま
か
な

い
、
石
材
な
ど
の
必
要
物
資
は
交
易
に
よ
り
入
手
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
恒
常
的
な
施
設
で
あ
る
竪
穴
住
居
や
墓
地
、
持
ち
運

び
に
不
便
な
大
型
の
土
器
、
石
皿
等
の
大
型
石
器
が
遺
跡
に
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

季
節
毎
の
資
源
量
の
変
動
が
大
き
い
中
で
定
住
生
活
を
送
る
上
で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
食
糧
の
貯
蔵
技
術
で
あ
る
。
特
に
冬
場
は
食
糧
が
不

足
す
る
時
期
で
あ
る
が
、
縄
文
人
は
秋
に
収
穫
し
た
堅
果
類
を
、
水
場
付
近
に
穴
を
掘
っ
て
水
漬
け
に
し
た
り
、
住
居
内
の
上
屋
に
乾
燥
保
存

す
る
形
で
貯
蔵
し
、
冬
場
に
お
け
る
食
糧
源
と
す
る
こ
と
で
、
定
住
を
可
能
に
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
植
生
の
変
化
に
伴
っ
て
オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
や
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
な
ど
の
大
型
哺
乳
類
が
絶
滅
し
、
代
わ
っ
て
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の
中
小
型

哺
乳
類
が
主
体
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
動
物
相
の
変
化
に
対
応
し
て
、
旧
石
器
時
代
ま
で
の
ヤ
リ
を
主
体
と
す
る
狩
猟
具
か
ら
、
石
鏃
に
代

表
さ
れ
る
弓
矢
へ
と
道
具
が
一
変
し
た
。
ま
た
、
海
域
の
拡
大
に
伴
っ
て
海
産
資
源
の
本
格
的
な
利
用
が
始
ま
り
、
釣
針
な
ど
の
骨
角
器
が
発

達
す
る
ほ
か
、
沿
岸
部
で
は
貝
塚
が
形
成
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
縄
文
時
代
の
生
業
は
、
狩
猟
・
漁
労
・
採
集
を
主
体
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
様
々
な
道
具
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
で
多
種
多
様
な
石

二  
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器
や
骨
角
器
、
木
器
が
作
ら
れ
た
。
な
お
、
縄
文
時
代
の
後
半
に
は
、
ダ
イ
ズ
・
ア
ズ
キ
な
ど
の
マ
メ
類
や
、
イ
ネ
な
ど
の
栽
培
が
行
わ
れ
た
可

能
性
が
近
年
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

自
然
環
境
に
高
度
に
適
応
し
た
縄
文
人
に
と
っ
て
、
自
然
は
恩
恵
を
被
る
だ
け
で
な
く
、
時
と
し
て
脅
威
を
与
え
る
存
在
で
も
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
自
然
に
祈
り
を
さ
さ
げ
る
呪
術
的
な
精
神
遺
物
が
発
達
す
る
の
も
縄
文
時
代
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
妊
婦
を
模
し

た
土
偶
や
石
棒
・
石
刀
な
ど
が
あ
り
、
主
と
し
て
東
北
・
関
東
を
中
心
と
す
る
東
日
本
で
発
達
し
た
遺
物
で
あ
る
が
、
縄
文
時
代
晩
期
に
は
西

日
本
か
ら
九
州
ま
で
波
及
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

　
　
縄
文
時
代
の
時
期
区
分

縄
文
時
代
の
土
器
、
す
な
わ
ち
縄
文
土
器
は
、
有
名
な
火
焔
土
器
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
粘
土
紐
を
器
面
に
張
り
付
け
た
り
、
縄
紐
を

転
が
し
た
り
、
沈
線
、
刻
み
と
い
っ
た
手
法
を
凝
ら
し
て
、
様
々
な
文
様
を
描
く
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
様
や
器
形
の
違
い
、
出
土
す

る
堆
積
層
の
上
下
関
係
等
に
着
目
し
て
整
理
し
た
、
土
器
の
相
対
的
な
新
旧
関
係
の
こ
と
を
土
器
編
年
と
呼
び
、
考
古
学
で
は
相
対
的
な
年
代

の
指
標
と
し
て
重
視
し
て
い
る
。
日
本
全
国
の
縄
文
土
器
編
年
の
骨
格
を
整
備
し
た
山
内
清
男
は
、縄
文
時
代
を
草
創
期
、早
期
、前
期
、中
期
、

後
期
、
晩
期
の
六
期
に
区
分
し
た（
１
）。
本
稿
で
は
、
考
古
学
史
上
に
長
く
活
用
さ
れ
て
き
た
六
期
区
分
を
用
い
て
時
系
列
に
沿
っ
た
記
述
を

す
る
が
、
大
村
湾
沿
岸
に
お
け
る
縄
文
時
代
の
画
期
を
意
識
し
た
説
明
も
積
極
的
に
加
え
て
い
く
。

　
　
対
象
地
域
に
お
け
る
縄
文
時
代
遺
跡

本
稿
で
対
象
と
す
る
地
域
は
、
縄
文
時
代
が
列
島
内
の
多
様
な
自
然
環
境
に
適
応
し
た
時
代
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
環
大
村
湾
岸
地
域

を
対
象
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
行
政
区
分
で
は
、
大
村
市
の
ほ
か
、
川
棚
町
、
東
彼
杵
町
、
諫
早
市
や
西
海
市
、
佐
世
保
市
の
一
部
も

対
象
と
す
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
断
わ
っ
て
お
く
。

長
崎
県
教
育
委
員
会
『
長
崎
県
遺
跡
地
図
』（
一
九
九
四
）に
よ
れ
ば
、
大
村
市
内
に
は
一
〇
九
カ
所
の
縄
文
時
代
の
遺
跡
が
存
在
す
る
。
こ

三  四  
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図２‐2　大村湾沿岸主要遺跡分布図（縄文時代）

０ 50 100km

1：500,000

N

伊木力

黒丸

嶽ノ下Ａ

風観岳

浜田
鷹野

玖島城跡

野田の久保

岩名

野岳

白井川
松山Ａ

長与堂崎

ケイマンゴー

遺跡名 所在地 時期 特徴

ケイマンゴー 西海市 縄文晩期 黒川式期の埋甕1基を検出。

松山Ａ 東彼杵町 縄文早期 無文土器に伴って集石遺構6基検出。

白井川遺跡 東彼杵町 縄文晩期～弥生早期
刻目突帯文土器に伴って、安山岩製扁平
打製石斧が90点出土。

野岳遺跡 大村市 縄文草創期 細石刃核多数採集されている。
野田の久保 大村市 縄文晩期 孔列文土器出土。

岩名遺跡 大村市 縄文早期・晩期
黒川式土器及び扁平打製石斧がまとまっ
て出土。

黒丸 大村市 縄文後期末～弥生中期
黒川式から刻目突帯文期の遺物がまと
まって出土。竪穴遺構1基、低湿地型貯
蔵穴60基、埋甕などを検出。

嶽ノ下Ａ 大村市 後期末 円形の竪穴状遺構2基検出。
玖島城跡 大村市 縄文早期末～前期 条痕文土器に伴う貯蔵穴検出。

風観岳支石墓群
諫早市
大村市

弥生早期～前期
石棺と土坑を内部主体とする支石墓を
100基以上検出。

下峰原 諫早市 縄文晩期 黒川式の埋甕検出。
浜田 諫早市 縄文前期 曽畑式土器とともに碇石出土。

鷹野 諫早市 縄文早期
押型文土器・条痕文土器に伴って、集石
遺構25基、炉穴30基検出。礫は被熱を受
けている。

伊木力 諫早市 縄文前期～晩期
前期及び後期の貯蔵穴や前期の丸木舟
検出。前期から後晩期にかけての遺物が
大量に出土。

長与堂崎 長与町 縄文草創期 細石刃核出土。

第2図　大村湾沿岸主要遺跡分布図（縄文時代）
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氷
河
期
の
終
焉
と
環
境
変
化
へ
の
適
応

日
本
に
土
器
が
発
生
し
た
約
一
万
三
○
○
○
年
前
頃
、
海
面
は
約
マ
イ
ナ
ス
五
○
㍍
ほ
ど
の
水
準
で
あ
り
、
九
州
本
土
と
五
島
列
島
の
間
が

分
断
さ
れ
た
の
は
こ
の
頃
で
あ
る
。
西
彼
杵
半
島
の
西
側
に
広
く
展
開
し
て
い
た
平
野
は
後
退
し
て
著
し
く
そ
の
面
積
を
減
じ
た
。
ま
た
世
界

的
に
み
て
こ
の
時
期
に
は
、
二
回
の
寒
冷
な
ド
リ
ア
ス
期
な
ど
を
織
り
込
み
な
が
ら
、
全
体
と
し
て
は
温
暖
化
が
進
行
し
た
時
期
で
あ
る
。

 

気
候
の
温
暖
化
は
、
植
生
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
最
終
氷
期
最
寒
冷
期
の
長
崎
県
地
方
に
は
、
マ
ツ
属
・
ツ
ガ
属
・
ク
ル
ミ
属
・
ハン
ノ
キ

属
・
ブ
ナ
属
な
ど
冷
温
帯
落
葉
広
葉
樹
林
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
、
平
戸
市
堤
西
牟
田
遺
跡
の
花
粉
分
析
資
料
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る（
１
）。

現
在
の
宮
城
県
仙
台
市
あ
た
り
の
植
生
と
近
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
寒
冷
な
植
生
も
、
温
暖
化
の
進
行
に
よ
り
縄
文
時
代
草
創
期
以
降
に

は
変
化
し
始
め
、
長
崎
県
地
方
の
大
部
分
は
対
馬
暖
流
の
影
響
を
受
け
て
、
シ
イ
・
カ
シ
な
ど
の
堅
果
類
を
供
給
す
る
照
葉
樹
林
が
広
が
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
景
観
は
現
在
の
里
山
に
広
が
る
植
生
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
長
崎
県
に
お
け
る
土
器
発
生
期
の
様
相

長
崎
県
は
、縄
文
土
器
の
起
源
問
題
に
深
く
係
わ
っ
て
い
る
。
昭
和
三
十
五
〜
四
十
年（
一
九
六
〇
〜
一
九
六
五
）に
か
け
て
、三
次
に
わ
た
っ

て
吉
井
町
（
現
佐
世
保
市
）
福
井
洞
穴
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
第
一
次
調
査
に
お
い
て
当
時
旧
石
器
時
代
の
所
産
と
考
え
ら
れ
て
い
た

一  二  

第
二
節
　
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
へ

の
う
ち
、
本
書
で
引
用
す
る
代
表
的
な
遺
跡
の
位
置
図
と
概
要
を
図
１
─
２
に
示
し
た
。
逐
次
参
照
さ
れ
た
い
。

�

（
中
尾
篤
志
）

註（
１
）　

山
内
清
男
「
縄
紋
土
器
型
式
の
細
別
と
大
別
」『
先
史
考
古
学
』一
―
一　

先
史
考
古
学
会　
一
九
三
七

　
　
　

山
内
清
男『
縄
紋
草
創
期
の
諸
問
題
』Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
第
２
２
４
号　

日
本
考
古
展
特
集
別
刷　

東
京
国
立
博
物
館　
一
九
六
九
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細
石
器
と
爪
形
文
土
器
、
隆
線
文
土
器
が
共
伴
し
て
出
土
し
た
。
こ
の
と
き
芹
澤
長
介
・
鎌
木
義
昌
の
間
で
論
争
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
つ

ま
り
爪
形
文
土
器
と
細
石
器
の
共
伴
を
認
め
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
、
芹
澤
は
両
者
を
混
在
と
考
え
、
鎌
木
は
積
極
的
に
共
伴
と
理
解

し
た
。
そ
の
結
果
は
出
土
状
態
を
仔
細
に
観
察
し
て
共
伴
を
認
め
る
こ
と
で
決
着
し
た
。
細
石
器
は
、
旧
石
器
時
代
最
終
末
の
石
器
と
さ
れ
て

き
た
が
、
福
井
洞
穴
で
初
め
て
土
器
と
共
伴
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
隆
線
文
土
器
は
、
旧
石
器
時
代
的
な
細
石
器
と
伴
っ

た
こ
と
や
、
放
射
性
炭
素
年
代
で
一
万
二
七
八
〇
年　

七
八
〇
年
前
と
計
測
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
時
世
界
最
古
の
土
器
と
い
う
評
価

が
与
え
ら
れ
た（
２
）。

隆
線
文
土
器
・
爪
形
文
土
器
と
細
石
器
の
共
伴
は
、
一
人
九
州
地
方
に
お
い
て
の
み
認
め
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
九
州
地
方
以
外
で
は
隆
線

文
土
器
に
伴
う
石
器
は
、
有
舌
尖
頭
器
や
石
鏃
と
い
っ
た
縄
文
時
代
的
な
石
器
群
で
あ
る
。
こ
う
し
た
九
州
地
方
に
み
ら
れ
る
細
石
器
と
土
器

が
共
伴
す
る
状
況
を
岡
本
東
三
は「
続
細
石
器
文
化
」と
呼
ん
で
九
州
地
方
の
後
進
性
を
主
張
し
た（
３
）。

福
井
洞
穴
の
調
査
か
ら
一
〇
年
後
の
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）、
佐
世
保
市
泉
福

寺
洞
穴
で
隆
線
文
土
器
の
下
層
か
ら
、
豆
粒
の
文
様
を
つ
け
た
豆
粒
文
土
器
が
発
見
さ
れ
、

土
器
の
起
源
は
更
に
さ
か
の
ぼ
っ
た
。
ま
た
爪
形
文
土
器
の
上
層
の
押
引
文
土
器
に
も
細

石
器
が
伴
う
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
細
石
器
と
共
伴
す
る
土
器
が
前
後
に
そ
れ

ぞ
れ
一
段
階
付
け
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た（
４
）。

細
石
器
と
土
器
が
共
伴
す
る
遺
跡
は
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。
佐
世
保
市
宇
久
町
の

城
ヶ
岳
平
子
遺
跡
、
五
島
市
の
茶
園
遺
跡
Ⅳ
層
、
雲
仙
市
の
小
ヶ
倉
Ａ
遺
跡
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
遺
跡
は
、
細
石
器
と
土
器
の
共
伴
例
を
増
や
す
と
と
も
に
、
開
地
遺
跡
で
の
共

伴
と
い
う
点
で
も
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

±

写真2‐1　豆粒文土器
（佐世保市教育委員会提供）
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長
崎
県
の
縄
文
時
代
草
創
期
石
器
群

長
崎
県
の
草
創
期
の
編
年
は
、
泉
福
寺
洞
穴
の
層
位
的
成
果
を
基
準
に
す
る
。
泉
福
寺
洞
穴
で
は
下
層
か
ら
豆
粒
文
土
器
→
隆
線
文
土
器

→
爪
形
文
土
器
→
押
引
文
土
器
→
条
痕
文
土
器
と
い
う
土
器
変
遷
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
福
井
洞
穴
・
直
谷
岩
陰
な
ど
他
の
草
創
期
の
遺
跡

と
も
整
合
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
土
器
に
伴
う
石
器
群
は
、
豆
粒
文
土
器
か
ら
押
引
文
土
器
ま
で
は
細
石
刃
石
器
群
が
、
条
痕
文
土
器
に
は
石

鏃
が
伴
う
。
泉
福
寺
洞
穴
で
は
隆
線
文
土
器
段
階
（
砂
層
）
と
爪
形
文
土
器
段
階
（
シ
ル
ト
層
）の
間
が
不
整
合
に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
を
も
っ

て
草
創
期
前
半
・
後
半
に
区
分
す
る
。

草
創
期
前
半
（
豆
粒
文
土
器
・
隆
線
文
土
器
段
階
）の
細
石
刃
石
器
群
は
、
西
海
技
法
に
よ
る
福
井
型
細
石
刃
核
に
代
表
さ
れ
る
。
ブ
ラ
ン

ク
と
呼
ば
れ
る
両
面
加
工
の
母
形
を
横
長
に
用
い
る
も
の
で
、
打
面
調
整
は
横
打
調
整
を
基
本
と
す
る
が
小
口
か
ら
長
軸
方
向
に
ス
ポ
ー
ル
を
取

る
も
の
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
泉
福
寺
洞
穴
一
〇
層
類
型
と
呼
ば
れ
る
細
石
刃
剥
離
作
業
面
を
両
端
に
有
す
る
も
の（
５
）や
泉
福
寺
洞
穴
八
層
類

型
の
よ
う
に
長
め
の
細
石
刃
を
生
産
す
る
縦
長
の
細
石
刃
核
な
ど
特
徴
的
な
も
の
も
存
在
す
る（
６
）。
前
半
段
階
で
は
、
縄
文
的
な
石
器
で
あ

る
石
槍
や
石
鏃
は
組
成
さ
れ
な
い
。

草
創
期
後
半
（
爪
形
文
土
器
・
押
引
文
土
器
段
階
）の
石
器
群
は
、
狩
猟
具
の
主
体
は
依
然
と
し
て
細
石
刃
石
器
群
で
あ
る
が
、
石
槍
・
石

鏃
と
い
っ
た
縄
文
文
化
を
代
表
す
る
石
器
も
伴
う
よ
う
に
な
る
。
泉
福
寺
洞
穴
六
層
（
爪
形
文
土
器
）で
は
細
石
刃
石
器
群
と
木
葉
形
の
石
槍

が
伴
っ
て
い
る
。
五
島
市
岐
宿
町
の
茶
園
遺
跡
Ⅳ
層
で
は
、
細
石
刃
石
器
群
に
木
葉
形
の
石
槍
・
石
鏃
及
び
局
部
磨
製
石
斧
が
共
伴
す
る
。
平

戸
市
田
崎
遺
跡
で
も
細
石
器
と
石
鏃
が
共
伴
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
遺
跡
で
細
石
器
と
石
槍
・
石
鏃
の
共
伴
が
確
認
さ
れ
る
が
、

狩
猟
具
の
主
体
は
あ
く
ま
で
細
石
器
で
あ
り
、
茶
園
遺
跡
を
除
け
ば
石
槍
や
石
鏃
は
客
体
的
な
存
在
で
あ
る（
７
）。

石
槍
や
局
部
磨
製
石
斧
の
出
自
や
系
譜
に
つ
い
て
は
、
東
方
か
ら
の
神
子
柴
石
器
群
の
影
響
（「
神
子
柴
イ
ン
パ
ク
ト
」）
と
み
る
岡
本
東
三
ら

の
意
見
も
あ
る（
８
）が
事
態
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。

三  
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大
村
湾
東
岸
の
遺
跡

大
村
市
玖
島
崎
遺
跡
の
細
石
刃
核（
図
２
─
３
）は
、
井
手
寿
謙
が
採
集
し
た
資
料
で
、
長
崎
県
で
最
も
早

く
報
告
さ
れ
た
楔
形
細
石
刃
核
で
あ
る（
９
）。
現
在
は
東
彼
杵
町
歴
史
民
俗
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

腰
岳
・
牟
田
系
と
思
わ
れ
る
良
質
の
漆
黒
黒
曜
石
を
素
材
と
す
る
。
側
面
観
は
Ｄ
字
形
を
呈
し
、
下
縁
・

背
縁
に
は
鱗
状
の
細
調
整
が
丁
寧
に
施
さ
れ
る
。
打
面
は
、
細
石
刃
剥
離
作
業
面
側
か
ら
の
長
軸
ス
ポ
ー

ル
の
剥
出
に
よ
る
単
打
面
で
形
成
さ
れ
、
打
面
調
整
は
み
ら
れ
な
い
。
全
体
的
な
印
象
か
ら
泉
福
寺
洞
穴

一
一
層
の
細
石
刃
核
に
類
似
す
る
典
型
的
な
福
井
型
で
あ
る
。

松
山
Ａ
遺
跡
か
ら
細
石
刃
核
が
二
点
出
土
し
て
い
る
。
一
点
は
打
面
に
横
打
調
整
の
み
ら
れ
る
福
井
型

で
あ
る
。
も
う
一
点
は
縦
長
が
特
徴
的
な
石
ヶ
元
型
で
あ
り
、
打
面
は
細
石
刃
剥
離
作
業
面
側
か
ら
の
剥

離
に
よ
る
。
両
者
と
も
背
縁
の
鱗
状
調
整
は
丁
寧
で
あ
る
。
石
材
は
と
も
に
腰
岳
・
牟
田
系
黒
曜
石
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
編
年
的
な
位
置
と

し
て
は
、
福
井
型
と
石
ヶ
元
型
の
両
者
が
共
伴
す
る
こ
と
や
「
神
子
柴
型
」
の
石
斧
が
伴
う
こ
と
な
ど
か
ら
み
て
草
創
期
の
後
半
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
。

　
　
大
村
湾
南
岸
の
草
創
期
の
石
器
群

諫
早
市
鷹
野
遺
跡
か
ら
福
井
型
細
石
刃
核
が
二
点
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ク
が
一
点
出
土
し
て
い
る（
図
２
─
４
の
１
～
３
）。
い
ず
れ
も
側
面
調
整
は
粗
く
、

背
縁
の
鱗
状
細
調
整
も
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
打
面
は
小
口
か
ら
単
打
面
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン
ク
も
併
せ
て
粗
雑
な
側
面
調
整
で
あ
る
こ
と
か
ら

み
て
泉
福
寺
洞
穴
・
福
井
洞
穴
な
ど
の
細
石
刃
文
化
中
心
域
か
ら
離
れ
た
周
辺
地
域
の
福
井
型
の
簡
略
化
し
た
姿
と
み
る
か
、
若
し
く
は
細
石

刃
石
器
群
の
最
終
末
期
と
す
る
か
判
断
に
迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
後
者
の
考
え
を
支
持
し
た
い
。

西
輪
久
道
遺
跡
の
石
器
群
は
、
他
遺
跡
と
若
干
様
相
を
異
に
す
る
。
こ
の
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
細
石
刃
核
は
二
種
類
あ
る
。
黒
曜
石
の

平
た
い
板
状
剥
片
を
使
用
す
る
も
の（
図
２
─
４
の
４・５
）
は
、
両
側
面
の
調
整
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
主
要
剥
離
面
を
大
き
く
保
持
し
て
い
る
。
も

四  五  

図2‐３　玖島崎遺跡の細石刃核
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図2‐４　大村湾南岸の細石器
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う
一
例（
図
２
─
４
の
６
～
８
）
が
更
に
特
異
で
あ
る
。
径
二
㌢
㍍
前
後
の
灰
白
色
黒
曜
石
の
小
円
礫
を
素
材
と
す
る
。
灰
白
色
の
強
い
半
透
明
の
黒

曜
石
は
、
そ
の
色
調
か
ら
す
れ
ば
古
里
系
と
思
わ
れ
る
が
産
状
が
異
な
る
。
と
す
れ
ば
新
し
い
原
産
地
開
発
に
及
ん
だ
か
若
し
く
は
古
里
の
中

で
も
そ
れ
ま
で
は
選
択
さ
れ
な
か
っ
た
小
円
礫
に
石
材
選
択
の
幅
を
広
げ
た
か
の
い
ず
れ
か
の
解
釈
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
あ
り
方
は
百

花
台
Ⅲ
層
、
城
ヶ
岳
平
子
遺
跡
な
ど
と
共
通
す
る
現
象
で
あ
る
。

長
与
町
の
長
与
堂
崎
遺
跡
で
も
多
く
の
細
石
刃
核
が
出
土
し
て
い
る（
図
２
─
４
の
９
～
１４
）。
基
本
的
に
は
福
井
型
（
図
２
―
４
の
９
～
１２
）
及
び
石
ヶ
元

型（
図
２
―
４
の
１３
・
１４
）
を
基
調
と
す
る
。
福
井
型
は
、
細
石
刃
剥
離
作
業
面
の
幅
が
広
い
も
の
が
多
く
、
打
面
は
長
軸
ス
ポ
ー
ル
に
よ
る
も
の
と
横

打
調
整
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
打
面
に
礫
面
を
残
す
場
合
も
あ
る
。
下
縁
調
整
は
雑
で
、
鱗
状
の
調
整
を
施
す
も
の
は
少
な
い
。
そ
の
要
因
と

し
て
は
、
拠
点
遺
跡
か
ら
距
離
的
に
離
れ
た
地
域
に
み
ら
れ
る
西
海
技
法
の
簡
略
化
現
象
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
が（
10
）、
素
材
と
な
る

黒
曜
石
が
小
礫
を
選
択
し
た
た
め
器
体
の
一
部
に
礫
面
を
残
す
も
の
が
あ
る
な
ど
石
材
環
境
に
影
響
さ
れ
た
こ
と
も
一
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
地
域
で
出
土
す
る
石
ヶ
元
型
は
細
石
刃
剥
離
作
業
面
が
縦
長
に
な
る
も
の
で
、
佐
賀
県
唐
津
市
上
場
台
地
に
あ
る
石
ヶ
元
遺
跡
群
の
資

料
を
標
式
と
す
る
も
の
で
、
主
に
佐
賀
県
か
ら
長
崎
県
松
浦
市
・
平
戸
市
を
中
心
に
分
布
す
る
。
鹿
児
島
県
建
山
遺
跡
の
例
を
除
く
と
本
遺

跡
例
は
分
布
の
南
限
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
　「
神
子
柴
」的
石
器
文
化
の
出
現

神
子
柴
文
化
は
、
長
者
久
保
・
神
子
柴
文
化
と
も
い
わ
れ
、
東
北
日
本
を
中
心
に
分
布
し
、
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
時
代
草
創
期
への
移
行

期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
石
槍
と
局
部
磨
製
石
斧
そ
れ
に
石
刃
技
法
を
指
標
と
す
る
神
子
柴
文
化
は
、
東
北
地
方
か
ら
中
部
日
本
ま
で
は
確

実
に
存
在
す
る
が
、
近
畿
以
西
で
は
そ
の
要
素
は
分
解
し
て
お
り
、
セ
ッ
ト
関
係
を
満
た
す
例
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
九
州
地
方
で
は
大
分
県
市

ノ
久
保
遺
跡
の
局
部
磨
製
石
斧
と
船
野
型
細
石
刃
核
、
福
井
洞
穴
第
四
層
の
石
槍
と
船
野
型
細
石
刃
核
の
共
伴
関
係
を
東
日
本
か
ら
の
神
子

柴
文
化
の
波
及
と
み
な
し
て
積
極
的
に
古
く
位
置
づ
け
る
意
見
が
提
出
さ
れ（
11
・
12
）、
支
持
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
う
し
た
中
、
一
九
九
七

年
五
島
市
岐
宿
町
茶
園
遺
跡
で
注
目
す
べ
き
石
器
群
が
検
出
さ
れ
た
。
茶
園
Ⅳ
層
で
は
土
器
と
伴
っ
て
削
片
系
細
石
刃
核
、
細
石
刃
と
と
も

六  
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に
局
部
磨
製
石
斧
や
大
量
の
石
槍
が
出
土
し
た
。
そ
の
石
器
群
の
時
期
は
、
草
創
期
後
半
の
爪
形
文
土
器
～
押
引
文
土
器
段
階
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る（
13
）。
大
村
湾
岸
の
東
彼
杵
町
松
山
Ａ
遺
跡
で
も
細
石
器
と
局
部
磨
製
石
斧
・
石
槍
が
共
伴
し
て
お
り
、
茶
園
遺
跡
と
ほ
ぼ
同
様

の
組
成
を
も
つ
こ
と
か
ら
草
創
期
後
半
段
階
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

■
局
部
磨
製
石
斧

草
創
期
の
時
期
を
特
徴
づ
け
る
石
器
の
一
つ
に
局
部
磨
製
石
斧
が
あ
る
。
そ
の
形
態
が
、
東
日
本
の
神
子
柴
型
石
斧
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
東
日
本
か
ら
の
影
響
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
が
、

東
日
本
の
神
子
柴
型
石
斧
に
は
石
刃
が
伴
う
な
ど
相

違
点
が
多
々
あ
り
、
真
性
の
神
子
柴
文
化
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
東
日
本
か
ら
の
文
化
の
波
及
と
想
定
し
て

も
神
子
柴
文
化
の
要
素
が
崩
れ
た
形
で
流
入
し
た
と

思
わ
れ
る
。
こ
こ
で「
神
子
柴
」
と
表
記
す
る
所
以
は
、

こ
う
し
た
「
神
子
柴
」
型
石
斧
の
出
自
が
依
然
と
し
て

不
明
で
あ
り
、
自
生
説
、
大
陸
か
ら
の
波
及
を
含
め

て
検
討
す
る
必
要
を
認
め
る
た
め
で
あ
る
。

山
の
前
遺
跡
は
、
標
高
二
五
三
㍍
、
野
岳
遺
跡
か

ら
約
四
〇
〇
㍍
ほ
ど
の
距
離
に
位
置
し
、
野
岳
湖
に

面
し
て
い
る
。
東
野
岳
町
の
森
キ
ヌ
エ
に
よ
っ
て
一
点

の
局
部
磨
製
石
斧
が
採
集
さ
れ
、
九
州
歴
史
資
料
館

の
横
田
義
章
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る（
14
）。
長
さ

一
四
・
四
㌢
㍍
、
幅
五
・
二
㌢
㍍
、
厚
さ
三
・
四
㌢
㍍

図2‐5　「神子柴」型石斧

長与堂崎遺跡 松山A遺跡

山の前遺跡
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で
、
硬
質
で
緻
密
な
砂
岩
系
統
の
石
材
で
あ
る
。
や
や
甲
高
に
な
る
。
刃
部
は
円
刃
で
、
丁
寧
な
研
磨
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。

松
山
Ａ
遺
跡
の
石
斧
は
、
玄
武
岩
製
で
風
化
が
著
し
く
稜
線
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
刃
部
は
恐
ら
く
磨
製
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
風
化
の

た
め
確
認
で
き
な
い
。
甲
高
で
、
刃
部
の
形
態
は
円
刃
で
あ
る
。

長
与
堂
崎
遺
跡
で
も
一
点
採
集
さ
れ
て
い
る
。
長
さ
一
六
・
一
㌢
㍍
、
幅
五
・
二
㌢
㍍
、
厚
さ
二
・
三
㌢
㍍
で
、
硬
質
で
緻
密
な
砂
岩
系
統

の
石
材
で
あ
る
。
刃
部
は
両
刃
で
直
線
的
で
あ
り
、
丁
寧
な
研
磨
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　
　
草
創
期
か
ら
早
期
初
頭
の
石
槍

西
北
九
州
の
草
創
期
石
器
群
の
最
大
の
特
徴
は
、
細
石
刃
石
器
群
が
旧
石
器
時
代
か
ら
継
続
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
後
半
段
階
に
な
る
と
そ

の
細
石
刃
石
器
群
に
石
槍
及
び
石
鏃
が
伴
う
よ
う
に
な
る
。
大
村
湾
周
辺
で
は
細
石
刃
石
器
群
と
石
鏃
の
共
伴
す
る
事
例
は
明
ら
か
に
な
っ
て

い
な
い
が
、
石
槍
と
の
共
伴
は
松
山
Ａ
遺
跡
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。

松
山
Ａ
遺
跡
は
石
槍
の
生
産
遺
跡
と
し
て
の
性
格
を
あ
わ
せ
も
つ
。
九
州
地
方
で
石
槍
の
生
産
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
は
佐
賀
県
多

久
市
に
所
在
す
る
三
年
山
遺
跡
・
茶
園
原
遺
跡
お
よ
び
福
井
洞
穴
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
石
槍
の
未
成
品
や
製
作
に

伴
う
剥
片
な
ど
が
足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど
集
中
し
て
出
土
し
て
い
る
。

松
山
Ａ
遺
跡
で
の
石
槍
製
作
は
、
福
井
洞
穴
周
辺
で
産
出
す
る
北
松
玄
武
岩
と
呼
ば
れ
る
ガ
ラ
ス
質
玄
武
岩
を
素
材
と
し
て
い
る
。
搬
入
さ

れ
た
そ
の
石
材
を
使
っ
て
石
槍
を
製
造
し
た
場
所
で
あ
る
こ
と
が
、
石
槍
の
完
成
品
の
量
が
少
な
い
こ
と
、
製
作
途
中
で
の
破
損
品
が
圧
倒
的
に

多
い
こ
と
、
製
作
時
に
生
じ
る
剥
片
類
が
相
当
数
に
の
ぼ
る
こ
と
な
ど
か
ら
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
あ
り
方
は
、
三
年
山
遺
跡
・
茶
園
原
遺
跡
や

福
井
洞
穴
前
庭
部
の
様
相
と
類
似
し
て
い
る
。

■
石
槍
の
変
遷

西
北
九
州
の
石
槍
の
系
譜
を
み
る
と
、
旧
石
器
時
代
末
の
福
井
洞
穴
四
層
に
初
源
を
み
る
。
船
野
型
細
石
刃
核
に
伴
う
も
の
で
、
幅
広
で
分

厚
く
、
草
創
期
の
そ
れ
と
は
形
態
的
に
異
な
る
。
こ
の
よ
う
な
石
槍
は
大
村
湾
岸
で
は
松
山
Ａ
遺
跡
に
一
点
類
例
が
あ
る
。
佐
世
保
市
教
育
委

七  
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員
会
が
調
査
し
た
直
谷
岩
陰
で
も
出
土
し
て
お
り
、
放
射
性
炭
素
年
代
で
一
万
四
〇
〇
〇
年
前
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
種
の

石
槍
は
土
器
発
生
の
時
点
で
一
端
消
滅
す
る
よ
う
で
あ
る
。

縄
文
時
代
草
創
期
の
前
半
段
階
（
豆
粒
文
土
器
・
隆
線
文
土
器
）の
泉
福
寺
洞
穴
・
福
井
洞
穴
で
は
石
槍
が
組
成
さ
れ
て
な
い
。
福
井
洞
穴

四
層
の
石
器
群
と
は
、
細
石
刃
核
の
形
態
・
製
作
技
術
で
大
き
な
ヒ
ア
タ
ス
が
あ
り
連
続
性
が
認
め
ら
れ
な
い
。
集
団
関
係
に
大
き
な
変
化
が

あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

泉
福
寺
洞
穴
・
福
井
洞
穴
で
は
隆
線
文
土
器
と
爪
形
文
土
器
の
間
が
不
整
合
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
そ
の
要
因
と
し
て
は
気
候
変

動
が
考
え
ら
れ
る
。
寒
冷
な
乾
燥
し
た
気
候
の
も
と
で
砂
層
が
形
成
さ
れ
た
前
半
段
階
か
ら
温
暖
で
湿
潤
な
気
候
の
影
響
で
シ
ル
ト（
粘
質
）土

層
が
形
成
さ
れ
た
後
半
段
階
への
移
行
が
、
石
器
群
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
西
海
技
法
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
る

細
石
刃
核
は
横
長
の
も
の
か
ら
縦
長
（
石
ヶ
元
型
）
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
木
葉
形
の
石
槍
が
出
現
す
る
。
し
か
し
狩
猟
具

の
主
体
は
依
然
と
し
て
細
石
器
で
あ
り
、
石
槍
は
あ
く
ま
で
客
体
的
な
存
在
で
あ
る
。

爪
形
文
土
器
と
石
槍
の
共
伴
が
確
認
さ
れ
て
い
る
遺
跡
は
、
泉
福
寺
洞
穴
六
層
、
茶
園
遺
跡
Ⅳ
層
、
宮
崎
県
阿
蘇
原
上
遺
跡
な
ど
に
限
ら

れ
て
い
る
。
石
槍
が
大
量
に
出
土
し
て
い
る
遺
跡
は
茶
園
遺
跡
の
み
で
、
他
は
一
な
い
し
数
点
と
僅
少
な
出
土
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
こ
の
時
期
に

は
平
面
形
が
三
角
に
な
る
石
鏃
も
組
成
さ
れ
始
め
る
。
つ
ま
り
真
の
意
味
で
の「
縄
文
化
」が
胎
動
し
始
め
る
時
期
と
い
え
よ
う
。

大
村
湾
岸
で
は
、
土
器
と
石
槍
の
共
伴
し
た
事
例
は
な
い
。
こ
の
時
期
の
石
槍
と
考
え
ら
れ
る
資
料
は
、
東
彼
杵
町
里
郷
遺
跡（
図
２
─
６
の
７
）、

同
町
松
山
Ａ
遺
跡（
図
２
─
６
の
８・９
）か
ら
出
土
し
て
い
る
。

石
槍
は
、
縄
文
時
代
早
期（
条
痕
文
土
器
・
撚
糸
文
土
器
・
無
文
土
器
）に
入
っ
て
も
使
わ
れ
続
け
る
。
し
か
し
そ
の
形
態
に
は
変
化
が
現
れ
、

木
葉
形
か
ら
柳
葉
形
へ
移
行
し
、
細
身
化
が
進
行
す
る
。
大
村
湾
岸
で
も
同
様
で
、
諫
早
市
鷹
野
遺
跡
（
図
２
─
６
の
１
～
３
）
は
先
端
部
が
よ
り
細

身
に
な
る
も
の
で
、
大
分
県
二
日
市
洞
穴
に
類
例
が
み
ら
れ
る
。
野
田
の
久
保
遺
跡（
図
２
─
６
の
４
～
６
）
か
ら
は
、
６
の
よ
う
に
基
部
の
両
側
に
抉

り
が
入
る
松
木
田
型
に
類
似
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
図
示
し
て
い
な
い
が
葛
城
遺
跡
で
も
細
身
に
な
る
も
の
や
基
部
が
平
基
に
な
る
も
の

な
ど
数
点
が
出
土
し
て
い
る
。
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図2‐６　大村湾周辺の石槍

1
	

2
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9

早期の石槍　鷹野遺跡

里郷遺跡

0 5cm 草創期の石槍　松山A遺跡
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縄
文
海
進
と
大
村
湾
の
形
成

今
か
ら
約
二
〇
〇
〇
〇
年
前
の
最
寒
冷
期
に
は
、
海
面
が
現
在
よ
り
も
一
二
〇
㍍
ほ
ど
低
下
し
、
陸
域
が
拡
大
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
当
然
、

こ
の
時
期
に
は
大
村
湾
も
陸
化
し
、
南
北
に
河
川
が
流
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
そ
の
後
気
温
が
上
昇
す
る
と
と
も
に
海
面
も
上
昇
す
る

が
、
大
村
湾
に
海
水
が
流
入
し
始
め
た
の
は
お
よ
そ
九
〇
〇
〇
年
前
頃
で
、
約
七
〇
〇
〇
年
前
に
は
現
在
の
広
が
り
を
も
つ
海
域
に
な
っ
た
と
さ

一  

第
三
節
　
大
村
湾
の
形
成
と
海
洋
適
応（
縄
文
早
期
末
～
後
期
）

�

（
川
道　

寛
）

註（
１
）　

萩
原
博
文
「
第
２
章　

平
戸
の
旧
石
器
時
代
」『
平
戸
市
史　

自
然
・
考
古
編
』　

平
戸
市　
一
九
九
五

　
　
　

萩
原
博
文
「
縄
文
草
創
期
の
細
石
刃
石
器
群
」『
日
本
考
古
学
』第
一
二
号　

日
本
考
古
学
協
会　
二
〇
〇
一

（
２
）　

鎌
木
義
昌
・
芹
澤
長
介
「
長
崎
県
福
井
岩
陰
―
第
一
次
発
掘
調
査
の
概
要
―
」『
考
古
学
集
刊
』第
３
巻
第
１
号　

東
京
考
古
学
会　
一
九
六
五

（
３
）　

岡
本
東
三
「
九
州
島
の
細
石
器
文
化
と
神
子
柴
文
化
」『
泉
福
寺
洞
穴
研
究
編
』　

泉
福
寺
洞
穴
研
究
編
刊
行
会　
二
〇
〇
二

（
４
）　

麻
生　

優『
泉
福
寺
洞
穴
の
発
掘
記
録
』　

佐
世
保
市
教
育
委
員
会　
一
九
八
四

（
５
）　

織
笠　

昭
「
西
海
技
法
の
研
究
」『
東
海
大
学
紀
要
文
学
部
』54　

東
海
大
学
文
学
部　
一
九
九
〇

（
６
）　

前
掲
註（
１
）

（
７
）　

川
道　

寛
「
日
本
列
島
最
西
端
の
細
石
器
文
化
」『
地
域
と
文
化
の
考
古
学
』Ⅰ　

明
治
大
学
考
古
学
研
究
室　
二
〇
〇
五

（
８
）　

前
掲
註（
３
）

（
９
）　

芹
澤
長
介『
石
器
時
代
の
日
本
』　

築
地
書
館　
一
九
六
〇

（
10
）　

前
掲
註（
１
）

（
11
）　

栗
島
義
明
「
福
井
４
層
」『
利
根
川
』一
四　

利
根
川
同
人
会　
一
九
九
三

（
12
）　

綿
貫
俊
一
「
長
者
久
保
・
神
子
柴
分
化
並
行
段
階
の
九
州
」『
古
文
化
談
叢
』　

九
州
古
文
化
研
究
会　
一
九
九
二

（
13
）　

前
掲
註（
７
）

（
14
）　

横
田
義
章
「
い
わ
ゆ
る
「
神
子
柴
型
石
斧
」の
資
料
」『
研
究
論
集
』７　

九
州
歴
史
資
料
館　
一
九
八
一
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れ
て
い
る（
１
）。
こ
の
大
村
湾
の
形
成
は
、
そ
れ
ま
で
こ
の
地
で
生
活
し
て
き
た
縄
文
人
の
生
活
様
式
や
生
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
。

図
２
─
７
は
、
大
村
湾
沿
岸
に
お
け
る
縄
文
時
代
早
期
遺
跡
の
分
布
図
で
あ
る
。
調
査
事
例
に
基
づ
き
、
早
期
前
葉（
円
筒
形
条
痕
文
土
器
期
）、

早
期
中
葉
（
押
型
文
土
器
期
）
と
早
期
後
葉
～
末
葉
（
塞
ノ
神
式
～
条
痕
文
土
器
期
）に
分
け
て
示
し
て
い
る
。
早
期
前
葉
～
中
葉
の
遺
跡
は
、

標
高
二
〇
～
三
〇
㍍
程
度
の
丘
陵
上
に
展
開
す
る
遺
跡
が
多
い
。
東
彼
杵
町
松
山
Ａ
遺
跡
で
は
、
早
期
前
葉
の
石
鏃
の
石
材
は
黒
曜
石
が

主
体
で
あ
る
が
、
色
調
に
基
づ
く
組
成
比
で
は
、
黒
色
黒
曜
石
四
三
・
一
％
、
灰
青
色
黒
曜
石
が
二
二
・
四
％
、
灰
白
色
黒
曜
石
二
二
・
七
％
、

乳
白
色
黒
曜
石
が
四
・
五
％
と
な
っ
て
お
り
、
灰
青
色
や
灰
白
色
の
黒
曜
石
の
割
合
が
比
較
的
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
２
）。
こ
れ
ら
の

石
材
の
一
部
は
、
針
尾
島
産
黒
曜
石
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
時
期
針
尾
島
産
の
黒
曜
石
が
一
定
程
度
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、

松
浦
市
鷹
島
海
底
遺
跡
で
は
、
海
底
マ
イ
ナ
ス
二
五
㍍
の
約
八
五
〇
〇
年
前
の
堆
積
層
か
ら
押
型
文
土
器
が
出
土
し
、
こ
の
時
期
の
海
面
下
に

没
し
た
遺
跡
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
早
期
前
葉
か
ら
中
葉
に
は
、
現
在
確
認
で
き
る
丘
陵
上
の
遺
跡
以
外
に
も
、

針
尾
島
の
黒
曜
石
原
産
地
に
ア
ク
セ
ス
す
る
遺
跡
群
が
大
村
湾
内
に
点
在
し
て
い
た
が
、
九
〇
〇
〇
年
前
以
降
の
海
水
の
浸
入
に
よ
っ
て
水
没
し
、

現
在
の
大
村
湾
海
底
に
眠
っ
て
い
る
可
能
性
を
考
え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　
　
沿
岸
部
へ
の
進
出

大
村
湾
周
辺
で
遺
跡
群
の
低
地
部
への
進
出
が
明
確
に
な
る
の
は
、
縄
文
時
代
早
期
末
の
塞
ノ
神
式
～
条
痕
文
土
器
段
階
で
あ
る
。
こ
の
時

期
の
遺
構
は
、
大
村
市
玖
島
城
跡
で
検
出
さ
れ
て
い
る（
３
）。
湧
水
点
付
近
に
土
坑
を
掘
削
し
マ
テ
バ
シ
イ
な
ど
の
堅
果
類
を
貯
蔵
し
た
低
湿
地

型
貯
蔵
穴
と
呼
ば
れ
る
施
設
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
秋
に
収
穫
し
た
堅
果
類
を
水
漬
け
で
保
管
す
る
施
設
で
、
一
定
期
間
の
定
住
を
意
図
し
た
施

設
で
も
あ
る
。
早
期
末
以
降
、
前
期
か
ら
晩
期
に
か
け
て
、
大
村
湾
沿
岸
で
は
低
湿
地
型
貯
蔵
穴
が
断
続
的
に
検
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

時
期
以
降
、
大
村
湾
沿
岸
を
拠
点
と
し
て
一
定
程
度
定
住
す
る
生
活
様
式
が
定
着
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
縄
文
人
が
大
村
湾
沿
岸
に
定
着
し
始
め
た
時
期
、
大
村
湾
の
海
水
準
は
ど
の
程
度
の
高
さ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、
こ
の
点

二  
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松山A

東光寺

岩名

0 50 100㎞

0 50 100㎞

早期前葉（円筒形条痕文土器・無文土器）

早期後葉～末（平栫式・塞ノ神式・条痕文土器）

早期中葉（押型文土器）

岩名
坂口館跡

西輪久道平
鷹野

西輪久道平
鷹野

嶽ノ下A

玖島城跡

0 50 100㎞

図２‐７　縄文早期遺跡分布図（大村湾岸）
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に
つ
い
て
も
低
湿
地
型
貯
蔵
穴
の
分
析
か
ら
推
測
で
き
る
。
低
湿
地
型
貯
蔵
穴
は
淡
水
に
貯
蔵
し
て
保
存
す
る
施
設
で
あ
る
た
め
、
貯
蔵
穴
が

機
能
し
て
い
る
時
期
に
は
海
水
面
は
よ
り
低
位
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
大
村
湾
沿
岸
に
定
着
し
始
め
た
早
期
末
の
低

湿
地
型
貯
蔵
穴
床
面
標
高
は

マ
イ
ナ
ス
二
～
一
㍍
で
、
現

在
の
海
水
準
よ
り
も
や
や
低

位
だ
っ
た
時
期
に
沿
岸
部
に

進
出
し
た
こ
と
が
分
か
る（
４
）

（
図
２
―
８
）。
実
は
近
年
、
海

抜
マ
イ
ナ
ス
一
～
三
㍍
か
ら

縄
文
時
代
早
期
末
の
貝
塚
や

低
湿
地
型
貯
蔵
穴
、
墓
地
な

ど
が
検
出
さ
れ
た
佐
賀
県
佐

賀
市
の
東
名
遺
跡（
５
）、
同

じ
く
海
抜
下
で
縄
文
時
代

早
期
末
の
貝
層
を
検
出
し
た

福
岡
県
福
岡
市
浜
の
町
貝
塚

（
６
）
な
ど
、
海
抜
下
で
の
縄

文
時
代
早
期
末
葉
の
遺
跡
の

発
見
が
九
州
で
相
次
い
で
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
村
湾

図２‐８　低湿地型貯蔵穴の床面標高の推移 （長岡・中尾2009から抜粋）
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沿
岸
だ
け
で
な
く
、
九
州
北
岸
周
辺
で
、
海
水
面
が
マ
イ
ナ
ス
二
㍍
程
度
の
段
階
で
、
沿
岸
部
に
定
着
し
つつ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

平
戸
市
つ
ぐ
め
の
は
な
遺
跡
で
は
、
こ
の
時
期
の
石
銛
が
大
量
に
出
土
し
、
平
戸
瀬
戸
で
の
ク
ジ
ラ
漁
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
７
）。
早
期

末
ご
ろ
に
は
、
沿
岸
部
への
定
着
に
伴
っ
て
、
海
域
で
の
生
業
活
動
の
試
行
錯
誤
が
進
ん
で
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る（
８
）。

　
　
漁
労
活
動
の
開
始

今
か
ら
約
六
〇
〇
〇
年
前
頃
の
縄
文
時
代
前
期
は
最
温
暖
期
と
な
り
、
海
水
準
が
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
か
、
や
や
上
位
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
大
村
湾
で
は
約
七
〇
〇
〇
年
前
に
は
現
在
の
海
域
が
形
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が（
９
）、
こ
れ
を
機
に
新
た
な
生
業
活
動
が
付

加
さ
れ
る
。
漁
労
活
動
で
あ
る
。

大
村
湾
の
南
端
に
位
置
す
る
諫
早
市
伊

木
力
遺
跡
で
は
、
石
錘
が
大
量
に
出
土
し

て
い
る
。
こ
れ
は
扁
平
な
円
礫
の
両
端
を

打
ち
欠
い
て
抉
り
を
つ
く
っ
た
石
器
で
、
漁

網
の
錘
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
伊
木

力
遺
跡
で
は
一
〇
〇
㌘
前
後
の
一
般
的
な

石
錘
の
ほ
か
、
一
㌔
㌘
を
優
に
超
え
る
超

大
型
石
錘
も
大
量
に
出
土
し
て
い
て
、
舟

の
碇
と
し
て
の
機
能
も
想
定
さ
れ
て
い
る

（
10
）（
写
真
２
─
２
）。
後
述
す
る
と
お
り
、
大

村
湾
沿
岸
で
は
貝
塚
の
形
成
が
低
調
で
あ

る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
魚
を
捕
獲
し
て
い
た

三  

写真２‐２　超大型石錘（伊木力遺跡）
（諫早市教育委員会　多良見町文化財調査報告書第7集より）
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結
晶
片
岩
と
呼
ば
れ
る
変
成
岩
で
あ
る
。
更
に
、
縄
文
時
代
前
期
以
降
晩
期
に
か
け
て
、
九
州
北
岸
か
ら
西
岸
地
域
で
は
、
蛇
紋
岩
と
呼
ぶ

変
成
岩
が
磨
製
石
斧
の
石
材
と
し
て
利
用
さ
れ
る
が
、
蛇
紋
岩
は
結
晶
片
岩
と
と
も
に
西
彼
杵
半
島
の
変
成
岩
地
帯
で
採
取
可
能
で
あ
り
、
こ

の
地
域
が
縄
文
時
代
の
重
要
な
石
材
原
産
地
の
一
つ
と
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
村
湾
の
形
成
以
降
、
西
彼
杵
半
島
産
の
滑
石
や
結
晶
片
岩
、
蛇
紋
岩
の
流
通
と
、
こ
れ
を
介
し
た
人
的
交
流
が
活
発
に

な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
大
村
湾
沿
岸
で
の
西
彼
杵
半
島
と
の
往
来
の
実
態
は
、
大
村
湾
を
介
し
た
海
上
の
往
来
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る

が
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
丸
木
舟
で
あ
っ
た
。
実
際
に
、
諫
早
市
伊
木
力
遺
跡
か
ら
は
、
縄
文
時
代
前
期
中
葉
の
セ
ン
ダ
ン
製
丸
木
舟
の

一
部
が
見
つ
か
っ
て
い
る（
写
真
２
─
４
）。
舟
に
よ
る
物
資
運
搬
の
利
点
は
、
舟
の
大
き
さ
や
機
能
に
左
右
さ
れ
る
も
の
の
、
徒
歩
に
比
べ
て
、
一
度

の
か
な
ど
、
具
体
的
な
活
動
内
容
に
は
不
明
な
点
は
多
い
も
の
の
、
海
への
ア
プ
ロ
ー
チ
が
明
確
な
遺
物
が
出
土
し
始
め
る
の
は
こ
の
時
期
以
降
で

あ
り
、
大
村
湾
への
本
格
的
な
適
応
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
滑
石
混
入
土
器
の
展
開

縄
文
時
代
前
期
後
半
の
土
器
で
あ
る
曽
畑
式
土
器
は
、
丸
底
で
ボ
ー
ル
状
の
器
形
を
呈
す
る
器
面
全
体
に
幾
何
学
文
様
を
描
く
特
徴
的
な

土
器
で
あ
る
。
特
に
、
底
部
ま
で
施
文
す
る
手
法
は
、
国
内
の
他
地
域
や
他
の
時
期
と
比
較
し
て
も
明
ら
か
に
異
質
で
あ
り
、
韓
半
島
に
展
開

す
る
櫛
目
文
土
器
と
の
関
連
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
曽
畑
式
土
器
は
、
型
式
学
的
な
研
究
に
よ
り
、
九
州
西
北
部
（
長
崎
県
西
部
）で

成
立
し
た
土
器
で
あ
り
、
そ
の
後
九
州
一
円
か
ら
沖
縄
本
島
ま
で
広
く
分
布
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る（
11
）。

古
式
の
曽
畑
式
土
器
は
、
胎
土
に
滑
石
を
大
量
に
混
入
す
る
点
が
特
徴
で
、
器
面
に
独
特
の
光
沢
を
有
し
て
い
る（
写
真
２
─
３
）。
滑
石
は
限

ら
れ
た
地
質
環
境
で
の
み
採
取
可
能
で
あ
り
、
長
崎
県
西
部
で
は
西
彼
杵
半
島
の
変
成
岩
地
帯
が
最
大
の
産
地
で
あ
っ
た
。
滑
石
を
混
入
す
る

曽
畑
式
土
器
は
、
大
村
市
玖
島
城
跡
や
諫
早
市
伊
木
力
遺
跡
な
ど
、
大
村
湾
沿
岸
で
も
大
量
に
出
土
し
て
い
る（
12
）。
ま
た
、
長
崎
県
内
で
は
、

曽
畑
式
土
器
に
限
ら
ず
、
そ
の
後
も
船
元
・
春
日
式
系
土
器（
中
期
前
半
）、
並
木
式
・
阿
高
式
系
土
器（
中
期
末
～
後
期
初
頭
）の
土
器
な
ど
、

断
続
的
で
は
あ
る
も
の
の
滑
石
混
入
土
器
の
伝
統
が
顕
著
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
前
述
し
た
石
錘
の
石
材
は
、
大
村
湾
岸
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

四  
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に
大
量
の
物

資
を
運
搬
で

き
る
点
に
あ

る
。
丸
木
舟

で
波
穏
や
か

な
大
村
湾
を

往
来
し
、
滑

石
や
蛇
紋
岩

を
は
じ
め
西
彼
杵
半
島
か
ら
石
材
等
の
必
要
物
資
を

調
達
し
、
更
に
は
周
辺
地
域
へ
と
供
給
し
て
い
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。
縄
文
人
に
と
っ
て
、
大
村
湾
は
地

域
と
地
域
を
分
断
す
る
障
壁
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら

は
、
丸
木
舟
を
用
い
る
こ
と
で
地
域
と
地
域
を
つ
な
ぐ

交
易
路
と
し
て
利
用
す
る
と
と
も
に
、
漁
労
活
動
を

通
し
て
日
々
の
糧
を
得
る
場
に
変
え
る
こ
と
で
、
見
事

に
適
応
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

　
　
生
業

縄
文
時
代
の
生
業
は
、
狩
猟
・
漁
労
・
採
集
活
動

が
主
要
な
三
本
柱
で
、
季
節
に
よ
っ
て
変
動
す
る
周
囲

五  

写真２‐３　曽畑式土器　上段：伊木力
遺跡　下段：玖島城跡

伊木力遺跡（上）諫早市教育委員会　多良
見町文化財調査報告書第7集より）
玖島城跡（下）長崎県教育委員会　長崎県
文化財調査報告書第167集より）

写真２‐４　丸木舟出土状況（伊木力遺跡）
（諫早市教育委員会　多良見町文化財調査報告書第7集より）
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の
自
然
環
境
を
網
羅
的
に
利
用
し
、
貯
蔵
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
定
期
間
の
定
住
生
活
を
実
現
し
て
い
た
。
大
村
湾
岸
地
域
に
お
け
る
こ
れ
ら

の
具
体
例
を
紹
介
し
た
い
。

狩
猟
具
の
代
表
格
は
、
石
鏃
で
あ
る
。
森
林
性
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
を
主
と
す
る
中
小
型
動
物
の
捕
獲
に
威
力
を
発
揮
し
た
弓
矢
の
鏃

で
、
黒
曜
石
製
の
ほ
か
、
安
山
岩
製
や
玄
武
岩
製
も
あ
る
。
長
さ
は
お
よ
そ
三
㌢
㍍
未
満
で
あ
る
。
ま
た
、
捕
獲
し
た
動
物
を
解
体
す
る
ス

ク
レ
イ
パ
ー
や
石
匙
な
ど
も
一
緒
に
出
土
す
る
こ
と
が
多
い
。

漁
労
具
と
し
て
は
石
錘
が
あ
る
。
通
常
一
〇
〇
～
三
〇
〇
㌘
程
度
で
、
漁
網
の
錘
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
諫
早
市
伊
木
力
遺
跡
で
は
一
㌔

㌘
を
越
え
る
超
大
型
の
石
錘
が
出
土
し
て
お
り
、
丸
木
舟
の
出
土
と
併
せ
て
、
碇
石
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
村
市
内
で
出

土
す
る
石
錘
は
、
大
村
湾
対
岸
の
西
彼
杵
半
島
産
の
結
晶
片
岩
製
が
多
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。
諫
早
市
伊
木
力
遺
跡
で
出
土
し
た
丸
木
舟
は
セ

ン
ダ
ン
製
で
、
全
体
に
フ
ナ
ク
イ
ム
シ
に
よ
る
腐
食
が
進
ん
で
い
た
も
の
の
、
船
底
の
部
分
が
残
存
し
て
い
た
。
現
存
長
六
・
五
㍍
、
現
存
最
大
幅

七
六
㌢
㍍
、
厚
さ
二
・
五
～
五
・
五
㌢
㍍
で
、
縄
文
時
代
と
し
て
は
大
型
に
属
す
る
。

植
物
加
工
具
の
代
表
は
、
磨
石
や
石
皿
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
縄
文
時
代
に
主
食
で
あ
っ
た
マ
テ
バ
シ
イ
な
ど
の
堅
果
類
を
粉
砕
・
製
粉
す
る
道

具
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
石
皿
は
大
型
で
持
ち
運
び
に
不
便
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
遺
跡
か
ら
の
出
土
の
有
無
や
多
寡
に
よ
り
、
定
住
化
の
指

標
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
、
縄
文
時
代
の
生
業
や
生
活
様
式
を
特
徴
づ
け
る
遺
物
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
工
具
類
と
し
て
、
木
材
の
伐
採
、
加
工
等
に
使
わ
れ
た
磨
製
石
斧
が
出
土
し
て
い
る
。
伊
木
力
遺
跡
で
は
伐
採
斧
と
加
工
斧
（
ノ

ミ
状
石
斧
）に
機
能
分
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
加
工
斧
に
つい
て
は
丸
木
舟
製
作
と
関
連
付
け
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
ほ
と
ん
ど
が
蛇
紋

岩
製
で
、
西
彼
杵
半
島
が
産
地
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
狩
猟
具（
石
鏃
）、
漁
労
具（
石
錘
）、
植
物
加
工
具（
磨
石
類
）、
工
具（
磨
製
石
斧
・
ス
ク
レ
イ
パ
ー
類
）は
、
割
合
の
若
干
の
変

動
は
あ
る
も
の
の
、
大
村
湾
岸
で
は
縄
文
時
代
前
期
以
降
一
貫
し
て
組
成
さ
れ
る
道
具
で
あ
る（
図
２
─
９
）。
一
方
で
、
縄
文
時
代
後
期
後
半
～

晩
期
前
半
に
か
け
て
、
扁
平
打
製
石
斧
と
呼
ば
れ
る
土
掘
り
具（
耕
作
具
）が
大
量
に
出
土
し
て
お
り
、
後
に
述
べ
る
遺
跡
群
の
動
態
と
併
せ
て
、

新
た
な
生
業
活
動
の
展
開
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
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図２‐９　縄文時代の道具

１ ２ ３

４

５

６

７

８

９

10 11

1～ 4：石鏃　5：石匙　6：磨石　7：石皿　
8～ 10：磨製石斧　11：扁平打製石斧

【1・4：松山A　2・5～ 10：伊木力　3・11：黒丸】

0 5cm

0 10cm
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住
ま
い
と
暮
ら
し

■
一
．
竪
穴
住
居
跡

縄
文
時
代
は
定
住
性
が
高
ま
り
、
恒
常
的
な
施
設
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
代
表
が
竪
穴
住
居
跡
で
あ
る
。
長
崎
県
内
で
の
縄
文
時
代
の
竪
穴

住
居
跡
の
検
出
事
例
は
二
〇
〇
八
年
の
段
階
で
六
遺
跡
三
七
基
で
あ
る
。
う
ち
、
二
九
基
は
島
原
市
小
原
下
遺
跡
で
検
出
さ
れ
た
も
の
で
、
こ

れ
を
除
く
と
わ
ず
か
八
例
に
す
ぎ
ず
、
九
州
内
で
も
非
常
に
少
な
い（
13
）。
こ
の
う
ち
、
大
村
湾
沿
岸
で
の
竪
穴
住
居
跡
の
検
出
例
は
黒
丸
遺

跡
と
嶽
ノ
下
Ａ
遺
跡
の
事
例
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
後
期
末
か
ら
晩
期
の
事
例
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
円
形
と
な
る
。
ま
た
、
黒
丸
遺
跡
は

竪
穴
住
居
に
関
連
す
る
と
み
ら
れ
る
石
囲
い
炉
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

■
二
．
低
湿
地
型
貯
蔵
穴

堅
果
類
を
貯
蔵
す
る
施
設
と
し
て
、
低
湿
地
型
貯
蔵
穴
が
あ
る
。
特
に
、
大
村
湾
沿
岸
で
は
、
早
期
末
の
玖
島
城
跡
に
始
ま
り
、
前
期
・

後
期
の
伊
木
力
遺
跡
、
弥
生
時
代
早
期
の
黒
丸
遺
跡
と
断
続
的
に
見
つ
か
っ
て
い
て
、
縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代
初
期
に
か
け
て
普
遍
的
な
施

設
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る（
写
真
２
─
５
）。
福
岡
県
久
留
米
市
正
福
寺
遺
跡
や
、
佐
賀
県
佐
賀
市
東
名
遺
跡
、
大
分
県
大
分
市
横
尾
貝
塚

な
ど
、
最
近
明
ら
か
に
な
っ
た
良
好
な
低
湿
地
遺
跡
の
調
査
成
果
に
よ
れ
ば
、
低
湿
地
型
貯
蔵
穴
は
、
地
下
水
位
の
高
い
低
地
部
に
土
壙
を
掘

削
し
、
堅
果
類
を
編
み
籠
に
入
れ
て
土
壙
内
に
水
付
け
で
貯
蔵
し
、
木
蓋
を
し
て
石
で
押
さ
え
る
構
造
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
諫
早
市
伊

木
力
遺
跡
で
は
、
貯
蔵
穴
内
部
か
ら
編
み
籠
の
一
部
が
出
土
し
た
ほ
か
、
黒
丸
遺
跡
で
は
木
蓋
の
一
部
や
礫
が
土
壙
内
に
落
ち
込
ん
だ
状
態
で

見
つ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
黒
丸
遺
跡
か
ら
は
堅
果
類
を
土
壙
内
か
ら
掬
い
取
る
木
製
容
器
が
出
土
し
て
い
る
。

■
三
．
集
石
遺
構

集
石
遺
構
は
土
坑
内
に
礫
を
詰
め
込
ん
だ
遺
構
で
、
焼
礫
を
含
む
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
蒸
し
料
理
の
よ
う
な
調
理
施
設
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
縄
文
時
代
早
期
の
遺
跡
か
ら
検
出
さ
れ
る
事
例
が
多
く
、
大
村
湾
沿
岸
で
は
、
東
彼
杵
町
松
山
Ａ
遺
跡
や
、
諫
早
市
鷹
野
遺
跡（
14
）

な
ど
で
見
つ
か
っ
て
い
る
。

■
四
．
墓
地

六  
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縄
文
時
代
の
墓
は
、
土
壙
墓
が
主
体
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
人
骨
の
遺
存
が
見
込
め

な
い
酸
性
土
壌
で
は
通
常
の
土
壙
と
の
識
別
が

困
難
で
あ
り
、
検
出
事
例
は
多
く
な
い
。
た
だ

し
、
後
期
後
半
以
降
に
深
鉢
土
器
を
埋
設
し

た
埋
甕
と
呼
ば
れ
る
墓
が
盛
行
す
る
が
、
大
村

湾
沿
岸
で
も
大
村
市
黒
丸
遺
跡
や
、
諫
早
市

下
峰
原
遺
跡（
15
）、
西
海
市
ケ
イ
マ
ン
ゴ
ー
遺
跡

（
16
）
な
ど
で
出
土
し
て
い
る
。
埋
甕
は
小
児
用
の
墓
と
す
る
説
も
あ
っ
た
が
、
焼
骨
が
検
出
さ
れ
る

事
例
の
存
在
か
ら
、
火
葬
墓
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
17
）。

　
　
西
北
九
州
型
漁
労
文
化
の
盛
衰
と
大
村
湾
岸
遺
跡
群

九
州
北
岸
か
ら
長
崎
県
西
岸
及
び
島
嶼
部
に
か
け
て
の
西
北
九
州
沿
岸
部
で
は
、
縄
文
時
代
前
期
～
後
期
に
か
け
て
、
結
合
式
釣
針
や
石

銛
、
離
頭
銛
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
特
徴
的
な
漁
労
具
を
用
い
て
サ
メ
・
ブ
リ
・
マ
グ
ロ
な
ど
の
回
遊
魚
を
捕
獲
す
る
外
洋
性
漁
労
が
成
立
し
、
漁

場
を
同
じ
く
す
る
韓
半
島
南
岸
地
域
と
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
き
た（
18
）。
最
近
の
研
究
で
は
、
西
北
九
州
地
域
の
中
で

も
漁
労
活
動
に
地
域
差
や
時
期
差
が
あ
り
、
外
洋
性
漁
労
の
成
立
は
縄
文
時
代
後
期
前
葉
～
中
葉
に
限
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

（
19
）。
縄
文
時
代
後
期
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
沿
岸
部
で
の
活
動
と
、
大
村
湾
沿
岸
地
域
で
の
活
動
内
容
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

図
２
─
10
上
段
は
縄
文
時
代
後
期
前
葉
及
び
中
葉
に
お
け
る
遺
跡
の
分
布
図
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
長
崎
県
内
で
は
、
東
シ
ナ
海
沿
岸
の
本
土

部
及
び
島
嶼
部
で
貝
塚
の
形
成
が
活
発
と
な
る
。
貝
塚
は
ス
ガ
イ
や
オ
オ
コ
シ
ダ
カ
ガ
ン
ガ
ラ
と
い
っ
た
岩
礁
性
巻
貝
を
主
体
と
し
、
サ
メ
や
大
型

の
マ
ダ
イ
・
ブ
ダ
イ
・
ブ
リ
と
い
っ
た
外
洋
性
回
遊
魚
や
岩
礁
性
魚
類
が
伴
う
。
ま
た
、
結
合
式
釣
針
や
離
頭
銛
と
い
っ
た
骨
角
器
が
共
伴
す
る

七

写真２‐５　低湿地型貯蔵穴（黒丸遺跡）
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図２‐10　縄文時代後期～晩期主要遺跡分布図（長崎県）
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こ
と
が
多
く
、
外
洋
性
漁
労
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
貝
塚
が
伴
わ
な
い
遺
跡
も
東
シ
ナ
海
沿
岸
部
に
多
く
展
開
し
、
石
器
組
成
が
豊

富
で
低
湿
地
型
貯
蔵
穴
が
伴
う
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
は
沿
岸
部
を
拠
点
と
し
て
漁
労
と
採
集
を
主
柱
と
す
る
生
業
活
動
が
活
発

に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
じ
頃
、
大
村
湾
沿
岸
で
は
、
貝
塚
の
形
成
は
低
調
で
あ
り
、
遺
跡
の
存
在
そ
の
も
の
も
東
シ
ナ
海
沿
岸
部
と
比
較
す
る
と
少
な
い
。
貝
塚

の
形
成
が
低
調
で
あ
る
点
は
、
縄
文
時
代
後
期
に
限
ら
ず
大
村
湾
沿
岸
の
共
通
し
た
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
干
満
の
差
が
非
常
に
少
な
い
大

村
湾
の
特
徴
が
、縄
文
人
の
好
む
貝
類
の
生
育
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
や
、潮
干
狩
り
を
基
本
と
し
た
縄
文
時
代
の
貝
類
採
集
活
動
に
マッ

チ
し
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
貝
類
採
集
以
外
の
漁
労
活
動
に
つ
い
て
は
、
諫
早
市
伊
木
力
遺
跡
で
精
巧
な
骨
角
製
離
頭
銛
が

出
土
し
て
い
る
も
の
の
、
東
シ
ナ
海
沿
岸
の
貝
塚
に
比
べ
る
と
漁
労
具
自
体
が
ご
く
少
量
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
大
村
湾
を
往
来
す
る
物
資
の
運

搬
を
除
く
と
、
大
村
湾
を
舞
台
に
し
た
生
業
活
動
は
相
対
的
に
低
調
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

一
方
、
後
期
後
半
以
降
に
な
る
と
、
様
相
は
一
変
す
る（
図
２
―
10
下
段
）。
後
期
後
葉
に
は
、
東
シ
ナ
海
沿
岸
部
で
の
貝
塚
形
成
が
断
絶
し
、

沿
岸
部
で
の
遺
跡
そ
の
も
の
が
非
常
に
少
な
く
な
る
と
と
も
に
、
漁
労
具
の
出
土
が
皆
無
に
な
る
。
同
時
に
、
後
期
中
葉
ま
で
遺
跡
分
布
が
希

薄
だ
っ
た
島
原
半
島
内
陸
部
に
遺
跡
が
濃
密
に
分
布
す
る
よ
う
に
な
る
。
最
近
調
査
が
行
わ
れ
た
島
原
市
小
原
下
遺
跡
は
、
こ
の
時
期
の
代
表

的
な
遺
跡
で
あ
る
が
、
火
山
灰
台
地
上
で
竪
穴
住
居
跡
四
三
基
、
土
壙
二
九
基
、
巨
大
な
廃
棄
土
壙
と
考
え
ら
れ
る
土
器
溜
り
な
ど
を
検
出
し
、

長
崎
県
で
初
め
て
発
見
さ
れ
た
縄
文
時
代
の
大
規
模
な
集
落
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た（
20
）。
住
居
跡
だ
け
で
な
く
、
大
量
か
つ
多
様
な

土
器
や
石
器
群
の
出
土
は
、
一
定
程
度
の
人
口
の
存
在
を
示
唆
す
る
も
の
で
、
こ
の
時
期
に
台
地
への
集
住
が
進
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
実

は
、
大
村
湾
沿
岸
で
も
、
島
原
半
島
に
や
や
遅
れ
る
も
の
の
、
後
期
末
以
降
、
黒
丸
遺
跡
を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模
遺
跡
の
出
現
が
顕
著
に
な
る
。

こ
の
現
象
の
背
景
に
は
、
縄
文
時
代
後
期
後
葉
に
一
時
的
な
寒
冷
化
が
起
こ
り
、
砂
丘
の
形
成
や
内
湾
の
埋
積
な
ど
、
沿
岸
部
環
境
に
変
化
が

生
じ
て
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
る（
21
）。

こ
の
よ
う
に
、
縄
文
時
代
後
期
か
ら
晩
期
に
か
け
て
の
、
東
シ
ナ
海
沿
岸
部
と
大
村
湾
沿
岸
部
と
の
遺
跡
数
や
遺
跡
規
模
に
お
け
る
反
比
例

の
関
係
は
、
後
期
後
葉
に
お
け
る
気
候
の
寒
冷
化
を
背
景
と
し
た
沿
岸
部
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
依
存
し
て
き
た
漁
労
活
動
を
放
棄
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し
、
島
原
半
島
や
大
村
湾
沿
岸
の
扇
状
地
や
台
地
上
に
集
住
す
る
適
応
戦
略
を
採
用
し
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
適
応
戦
略
は
、
生
業
の
変
化
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
後
期
末
以
降
、
大
村
湾
沿
岸
で
大
規
模
に
展
開
す
る
黒
丸
遺
跡
を
通
し

て
、
そ
の
具
体
像
を
次
節
で
素
描
し
て
み
よ
う
。

�

（
中
尾
篤
志
）

註（
１
）　

松
岡
數
充『
大
村
湾
』超
閉
鎖
性
海
域
「
琴
の
海
」の
自
然
と
環
境 <

長
崎
新
聞
新
書
０
１
３>

　

長
崎
新
聞
社　
二
〇
〇
四

（
２
）　�

安
楽　

勉
「
松
山
Ａ
遺
跡
」『
九
州
横
断
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
緊
急
発
掘
調
査
報
告
書
』
長
崎
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
93
集　

長
崎

県
教
育
委
員
会　

 
一
九
八
九

（
３
）　

長
崎
県
教
育
委
員
会『
玖
島
城
跡
』長
崎
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
１
６
７
集　
二
〇
〇
二

（
４
）　

長
岡
信
治
・
中
尾
篤
志
「
ハ
イ
ド
ロ
ア
イ
ソ
ス
タ
シ
ー
と
遺
跡
群
」『
縄
文
時
代
の
考
古
学
３　

大
地
と
森
の
中
で
』　

同
成
社　
二
〇
〇
九

（
５
）　

佐
賀
市
教
育
委
員
会『
東
名
遺
跡
群
Ⅱ
』佐
賀
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
40
集　
二
〇
〇
九

（
６
）　

福
岡
市
教
育
委
員
会
「
浜
の
町
貝
塚
」『
福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
年
報
』vol.23　
二
〇
〇
九

（
７
）　

川
道　

寛
「
つ
ぐ
め
の
は
な
遺
跡
の
ク
ジ
ラ
漁
」『
縄
文
時
代
の
考
古
学
５　

食
糧
生
産
の
技
術
』　

同
成
社　
二
〇
〇
七

（
８
）　�

前
掲
註（
２
）

　
　
　

�

水
ノ
江
和
同
「
九
州
に
お
け
る
縄
文
時
代
早
期
末
葉
の
評
価
」『
南
の
縄
紋
・
地
域
文
化
論
考　

新
東
晃
一
代
表
還
暦
記
念
論
文
集
』　

南
九
州
縄
文
研

究
会
・
新
東
晃
一
代
表
還
暦
記
念
論
文
集
刊
行
会　
二
〇
〇
九

（
９
）　

前
掲
註（
１
）

（
10
）　

宝
珍
伸
一
郎
「
超
大
型
礫
石
錘
に
関
す
る
二
、
三
の
考
察
」『
伊
木
力
遺
跡
』　

多
良
見
町
教
育
委
員
会
・
同
志
社
大
学
考
古
学
研
究
室　
一
九
九
〇

（
11
）　

水
ノ
江
和
同
「
曽
畑
式
土
器
の
出
現
―
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
先
史
時
代
の
交
流
」『
古
代
学
研
究
』一
一
七　

古
代
学
研
究
会　
一
九
八
八

（
12
）　

前
掲
註（
３
）

　
　
　

多
良
見
町
教
育
委
員
会
・
同
志
社
大
学
考
古
学
研
究
室『
伊
木
力
遺
跡
』多
良
見
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
７
集　
一
九
九
〇

　
　
　

長
崎
県
教
育
委
員
会『
伊
木
力
遺
跡
Ⅱ
』長
崎
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
１
３
４
集 　
一
九
九
七

（
13
）　

中
尾
篤
志
「
長
崎
県
の
縄
文
住
居
」『
九
州
の
縄
文
住
居
Ⅱ
』第
一
八
回
九
州
縄
文
研
究
会
熊
本
大
会　

九
州
縄
文
研
究
会　
二
〇
〇
八

（
14
）　�

長
崎
県
教
育
委
員
会
『
諫
早
中
核
工
業
団
地
造
成
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
緊
急
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅲ
』
長
崎
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
85
集　
一
九
八
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六

（
15
）　�

諫
早
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
協
議
会
『
下
峰
原
遺
跡　

諫
早
西
部
団
地
開
発
事
業
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
書
』
諫
早
市
埋
蔵
物
文
化
財
調
査
報
告
書
第

２
集　
一
九
九
八

（
16
）　

西
海
石
油
共
同
備
蓄
株
式
会
社
・
長
崎
県
教
育
委
員
会『
ケ
イ
マ
ン
ゴ
ー
遺
跡
』長
崎
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
52
集 　
一
九
八
〇

（
17
）　

橋
口
達
也
「
大
形
棺
成
立
以
前
の
甕
棺
の
編
年
」『
九
州
歴
史
資
料
館
研
究
論
集
』17　

九
州
歴
史
資
料
館　
一
九
九
二

（
18
）　

木
村
幾
太
郎
「
交
易
の
は
じ
ま
り
」『
考
古
学
に
よ
る
日
本
歴
史
』10
対
外
交
渉　

雄
山
閣　

 

一
九
九
七

　
　
　

甲
元
眞
之
「
環
東
中
国
海
の
先
史
漁
撈
文
化
」『
文
学
部
論
叢
』第
65
号　

熊
本
大
学
文
学
会　

 

一
九
九
九

　
　
　

山
崎
純
男
「
西
北
九
州
漁
撈
文
化
の
特
性
」『
季
刊
考
古
学
』第
25
号　

雄
山
閣　

 

一
九
八
八

　
　
　

渡
辺　

誠
「
西
北
九
州
の
縄
文
時
代
漁
撈
文
化
」『
列
島
の
文
化
史
』２　

日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部　

 

一
九
八
五

（
19
）　�

中
尾
篤
志
「
九
州
地
方
の
縄
文
時
代
漁
撈
具
」『
韓
・
日
新
石
器
時
代
の
漁
撈
と
海
洋
文
化
』
第
八
回
韓
・
日
新
石
器
時
代
行
動
学
術
大
会
発
表
資
料

集　

韓
国
新
石
器
学
会
・
九
州
縄
文
研
究
会　
二
〇
〇
九

　
　
　

�

福
田
一
志
「
西
北
九
州
に
お
け
る
縄
文
後
期
遺
跡
の
特
性
―
土
器
分
布
・
石
器
を
中
心
と
し
て
―
」『
西
海
考
古
』創
刊
号　

西
海
考
古
同
人
会 

　
一
九
九
九

（
20
）　�

島
原
市
教
育
委
員
会
『
小
原
下
遺
跡
―
株
式
会
社
東
洋
機
工
製
作
所
工
場
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
―
』
島
原
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
12
集　

二
〇
一
一

　
　
　

�

島
原
市
教
育
委
員
会
『
小
原
下
遺
跡
Ⅱ
―
株
式
会
社
東
洋
機
工
製
作
所
工
場
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
―
』
島
原
市
文
化
財
調
査
報
告
書

第
13
集　
二
〇
一
一　

（
21
）　

甲
元
眞
之
「
考
古
学
研
究
と
環
境
変
化
」『
西
海
考
古
』第
六
号　

西
海
考
古
同
人
会　
二
〇
〇
五

　
　
縄
文
農
耕
の
研
究
史
と
最
近
の
動
向

縄
文
時
代
と
弥
生
時
代
は
、
水
稲
耕
作
の
開
始
に
よ
っ
て
画
さ
れ
る
が
、
弥
生
時
代
以
前
に
農
耕
が
行
な
わ
れ
た
可
能
性
も
古
く
か
ら
指
摘

さ
れ
て
き
た
。
特
に
、
扁
平
打
製
石
斧
を
土
掘
り
具
と
認
定
し
、
縄
文
時
代
中
期
の
中
部
地
方
で
の
畑
作
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
藤
森
栄
一

一
第
四
節
　
縄
文
農
耕
の
可
能
性
と
周
辺
文
化
の
流
入（
縄
文
時
代
晩
期
～
弥
生
時
代
早
期
）
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の
縄
文
中
期
農
耕
論
、
同
じ
く
九
州
の
縄
文
時
代
後
晩
期
に
お
け
る
焼
畑
の
存
在
を
指
摘
し
た
賀
川
光
夫
な
ど
が
著
名
で
あ
る
が
、
確
実
な

栽
培
植
物
が
不
明
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
説
得
力
を
欠
い
て
い
た（
１
）。

近
年
で
は
、
発
掘
調
査
時
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョン
に
よ
る
植
物
種
子
の
検
出
例
の
増
加
や
、
レ
プ
リ
カ
・
セ
ム
法
に
よ
る
土
器
の
種
子

圧
痕
の
検
出
事
例
の
増
加
に
伴
い
、
縄
文
時
代
に
遡
る
栽
培
植
物
の
存
在
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
レ
プ
リ
カ
・
セ
ム
法
は
土
器
の
圧
痕

と
し
て
残
さ
れ
た
種
子
を
型
取
り
し
て
電
子
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
手
法
で
、
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
植
物
種
子
が
コ
ン
タ
ミ
ネ
ー
シ
ョン（
混
入
）の

可
能
性
を
常
に
問
題
視
さ
れ
る
の
に
比
べ
て
、
時
期
比
定
が
確
実
な
点
で
注
目
を
集
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
圧
痕
種
子
の
同
定
手
法
に
つ
い
て
定

ま
っ
て
い
な
い
部
分
も
あ
り
、
一
部
の
種
実
同
定
に
関
し
て
慎
重
な
意
見
も
み
ら
れ
る
も
の
の（
２
）、
可
能
性
が
あ
る
も
の
も
含
め
る
と
、
弥
生

早
期
突
帯
文
土
器
期
を
遡
る
栽
培
植
物
と
し
て
、
イ
ネ
・
オ
オ
ム
ギ
・
ダ
イ
ズ
・
ア
ズ
キ
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
縄
文
時
代
後
晩
期
に
韓
半
島
か
ら
の
影
響
下
で
イ
ネ
の
栽
培
が
始
ま
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
意
見
は
根
強
い
。
甲

元
眞
之
は
日
本
列
島
を
含
む
東
北
ア
ジ
ア
の
栽
培
植
物
の
地
理
的
・
時
間
的
分
布
を
検
討
し
、
縄
文
時
代
後
晩
期
に
漁
労
民
の
交
流
を
介
し

て
イ
ネ
の
栽
培
が
韓
半
島
南
岸
か
ら
九
州
に
流
入
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
た（
３
）。
ま
た
、
宮
本
一
夫
は
韓
半
島
と
九
州
の
打
製
収
穫
具
や
磨

棒
な
ど
を
比
較
検
討
し
、
九
州
縄
文
後
期
初
頭
か
ら
中
葉
を
ア
ワ
・
キ
ビ
栽
培
の
成
熟
園
耕
第
一
段
階
、
後
期
後
半
～
晩
期
を
イ
ネ
が
伴
う

成
熟
園
耕
第
二
段
階
と
し
て
、
韓
半
島
か
ら
の
栽
培
穀
物
の
影
響
を
考
え
た（
４
）。
最
近
で
は
、
韓
半
島
か
ら
西
日
本
一
帯
の
打
製
石
鍬
（
扁

平
打
製
石
斧
）の
集
成
を
行
っ
た
幸
泉
満
夫
に
よ
り
、
縄
文
早
期
か
ら
韓
半
島
か
ら
の
扁
平
打
製
石
斧
の
流
入
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、

韓
半
島
か
ら
の
雑
穀
を
含
む
栽
培
技
術
の
移
入
が
行
わ
れ
た
可
能
性
に
言
及
し
て
い
る（
５
）。
韓
半
島
か
ら
の
栽
培
技
術
の
波
及
に
関
し
て
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
の
は
、
突
帯
文
土
器
期
を
遡
る
イ
ネ
籾
の
存
在
の
有
無
で
あ
る
。
従
来
、
縄
文
時
代
後
期
後
葉
の
イ
ネ
籾
圧
痕
と
さ
れ
た
岡
山

県
南
溝
手
遺
跡
の
土
器
は
、
弥
生
時
代
早
期
の
土
器
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
こ
の
ほ
か
に
縄
文
後
晩
期
の
土
器
圧
痕
と
さ
れ
て
き
た
も
の

も
、
レ
プ
リ
カ
法
等
に
よ
る
再
調
査
の
結
果
、
イ
ネ
の
同
定
や
土
器
片
の
時
期
比
定
に
つい
て
判
断
保
留
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
と
な
っ
た（
６
）。
ま

た
、
コ
ク
ゾ
ウ
ム
シ
が
穀
物
栽
培
の
根
拠
と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
飼
育
実
験
の
結
果
、
穀
物
だ
け
で
な
く
堅
果
を
食
料
と
し
て
繁
殖
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
コ
ク
ゾ
ウ
ム
シ
を
穀
物
栽
培
の
根
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た（
７
）。
以
上
の
成
果
に
よ
り
、
突
帯
文
土
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器
期
を
遡
る
確
実
な
イ
ネ
の
物
証
は
ほ
ぼ
な
く
な
っ
た
。
縄
文
時
代
後
晩
期
に
お
け
る
韓
半
島
か
ら
の
イ
ネ
を
ふ
く
む
雑
穀
栽
培
の
可
能
性
に

つい
て
は
、
出
土
資
料
の
評
価
も
含
め
て
議
論
が
続
い
て
お
り
、
未
だ
仮
説
の
域
を
出
て
い
な
い
。

一
方
、
特
に
最
近
注
目
さ
れ
る
の
が
、
ダ
イ
ズ
・
ア
ズ
キ
を
は
じ
め
と
す
る
マ
メ
類
の
栽
培
で
あ
る
。
関
東
や
中
部
地
方
の
土
器
圧
痕
を
調
査

し
た
中
山
誠
二
に
よ
れ
ば
、
関
東
や
中
部
地
方
で
は
、
縄
文
時
代
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、
栽
培
化
さ
れ
た
ア
ズ
キ
・
ダ
イ
ズ
が
検
出
さ
れ
て

い
る（
８
）。
ま
た
、
縄
文
時
代
後
期
後
半
に
は
、
九
州
で
も
よ
り
大
型
化
し
た
ダ
イ
ズ
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
り
（
９
）、
縄
文
時
代
前
期
～
中
期

の
東
日
本
に
お
け
る
扁
平
打
製
石
斧
を
伴
う
ダ
イ
ズ
・
ア
ズ
キ
の
栽
培
技
術
が
、
後
期
後
葉
以
降
九
州
に
波
及
し
、
同
時
期
に
韓
半
島
か
ら
流

入
し
た
雑
穀
栽
培
技
術
と
融
合
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
10
）。
ま
た
、
扁
平
打
製
石
斧
を
耕
作
具
と
み
な
し
、
生
業
に
し
め
る
割
合

は
低
い
も
の
の
、
こ
の
時
期
に
畑
作
が
存
在
し
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
ヤ
ブ
ツ
ル
ア
ズ
キ
の
栽
培
化
が
縄
文
時
代
に
日

本
で
達
成
さ
れ
、
独
自
の
展
開
を
見
せ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
栽
培（
農
耕
）の
根
源
地
を
一
方
的
に
韓
半
島
や
大
陸
に
求
め

て
い
た
研
究
動
向
の
一
部
見
直
し
を
迫
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
現
状
で
は
栽
培
植
物
の
構
成
や
そ
の
系
譜
に
つ
い
て
議
論
の
余
地
を
残
し
て
お
り
、
今
後
も
調
査
等
の
進
展
に
応
じ
て
議
論

が
続
く
と
思
わ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
九
州
で
は
、
縄
文
時
代
後
期
後
半
以
降
、
扁
平
打
製
石
斧
を
用
い
た
栽
培
活
動
が
展
開
し
た
こ
と
は
、

確
実
に
証
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
栽
培
活
動
に
関
す
る
評
価
と
し
て
は
、
生
業
全
体
の
中
で
主
体
と
な
ら
ず
、
従
来
の
狩
猟
・
漁
労
・
採
集

活
動
を
補
助
す
る
形
で
付
加
さ
れ
た
生
業
で
あ
っ
た
と
す
る
考
え
が
強
い
。
実
際
、
九
州
の
縄
文
時
代
後
期
後
半
以
降
に
お
い
て
、
有
力
者
の

出
現
を
示
す
厚
葬
墓
の
出
現
と
い
っ
た
根
拠
に
乏
し
く
、
縄
文
時
代
に
お
け
る
栽
培
活
動
が
社
会
の
複
雑
化
を
促
し
た
可
能
性
は
低
い
。
そ
の

た
め
、
縄
文
時
代
の
栽
培
活
動
が
、
灌
漑
を
伴
う
水
稲
耕
作
受
容
の
技
術
的
・
精
神
的
受
皿
と
な
り
え
た
可
能
性
は
指
摘
で
き
て
も（
11
）、
縄

文
農
耕
の
自
立
的
発
展
の
延
長
上
で
弥
生
時
代
に
お
け
る
社
会
変
化
を
捉
え
る
こ
と
は
現
状
で
は
困
難
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
踏
ま
え
て
あ
ら
た
め
て
大
村
湾
沿
岸
遺
跡
群
の
動
向
に
目
を
向
け
る
と
、
縄
文
時
代
後
期
末
の
遺
跡
立
地
の
変
動

の
背
景
と
し
て
、
①
低
湿
地
型
貯
蔵
穴
に
代
表
さ
れ
る
従
来
の
植
物
利
用
に
加
え
て
、
②
縄
文
時
代
後
晩
期
に
か
け
て
東
日
本
や
韓
半
島
か
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図２‐11　大村湾沿岸の土器編年①（縄文晩期～弥生前期）

第２-11図　11・12：岩名遺跡
第２-12図　9〜23：風観岳支石墓群D地点
その他はすべて黒丸遺跡

Ⅰａ

Ⅰ
ｂ

Ⅱ
ｂ

Ⅱａ
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図２‐12　大村湾沿岸の土器編年②（縄文晩期～弥生前期）

Ⅲ
ｂ

Ⅳ
ｂ

Ⅲａ

Ⅳａ
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ら
伝
わ
っ
た
可
能
性
の
あ
る
ア
ズ
キ
・
ダ
イ
ズ
・
イ
ネ
・
オ
オ
ム
ギ
等
の
栽
培
技
術
、
③
弥
生
時
代
早
期
以
降
に
韓
半
島
か
ら
流
入
す
る
イ
ネ
の

水
稲
耕
作
技
術
、
及
び
関
連
す
る
土
器
、
石
器
、
墓
制
、
が
複
雑
に
錯
綜
し
て
い
た
状
況
が
推
測
で
き
る
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
を
大
村
湾
沿

岸
遺
跡
群
で
復
元
す
る
に
は
、
考
古
資
料
の
丁
寧
な
分
析
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
大
前
提
と
な
る
の
が
土
器
編
年
で
あ
る
。

　
　
土
器
編
年
と
地
域
間
関
係

長
崎
県
内
に
お
け
る
縄
文
晩
期
か
ら
弥
生
時
代
に
か
け
て
の
土
器
編
年
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
島
原
半
島
で
調
査
さ
れ
た
山
ノ
寺
遺
跡
や
原

山
遺
跡
で
の
調
査
成
果
に
基
づ
く
「
山
ノ
寺
式
」、「
原
山
式
」
の
設
定
以
降
ほ
と
ん
ど
進
展
が
見
ら
れ
ず
、
玄
界
灘
沿
岸
や
有
明
海
沿
岸
な
ど

周
辺
地
域
と
の
比
較
研
究
を
困
難
に
し
て
い
る
。
近
年
で
は
、
北
部
九
州
で
も
縄
文
時
代
晩
期
～
弥
生
時
代
早
期
に
か
け
て
の
土
器
編
年
研
究

の
進
展
が
認
め
ら
れ（
12
）、
大
村
湾
沿
岸
地
域
で
も
黒
丸
遺
跡
出
土
資
料
に
基
づ
く
縄
文
時
代
晩
期
土
器
編
年
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る（
13
）。
こ

れ
ら
の
成
果
を
参
照
し
つつ
、
こ
れ
ま
で
調
査
さ
れ
た
環
大
村
湾
岸
地
域
出
土
土
器
を
検
討
す
る
と
、
該
期
の
土
器
は
大
ま
か
に
Ⅰ
期
～
Ⅳ
期

に
分
け
ら
れ
る（
図
２
─
11
、
図
２
─
12
）。

Ⅰ
期（
晩
期
前
葉
）は
、
タ
ガ
状
口
縁
の
深
鉢
と
黒
色
磨
研
の
浅
鉢
で
構
成
さ
れ
る
土
器
群
で
、
肥
後
の
古
閑
式
併
行
の
土
器
で
あ
る
。
Ⅱ
期

は
、
屈
曲
形
と
砲
弾
形
の
粗
製
深
鉢
と
胴
部
が
張
る
精
製
浅
鉢
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
黒
川
式
併
行
土
器
群
（
晩
期
後
半
）で
あ
る
。
続
く
Ⅲ
期

は
突
帯
文
土
器
群
で
あ
る
が
、
縄
文
時
代
晩
期
末
～
弥
生
時
代
移
行
期
の
土
器
群
で
あ
り
、
こ
の
細
分
と
板
付
式
系
土
器
群
と
の
共
伴
関
係
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
弥
生
時
代
への
移
行
状
況
を
物
語
る
要
素
と
し
て
、
各
地
で
議
論
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
大
村
湾
周
辺
の
突
帯
文

土
器
は
、
比
較
的
出
土
事
例
が
豊
富
な
島
原
半
島
の
事
例
等
も
参
照
す
る
と
、
更
な
る
細
分
の
可
能
性
を
残
し
つつ
も
、
現
時
点
で
は
お
お
よ

そ
二
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
半（
Ⅲａ
期
）は
屈
曲
二
条
突
帯
深
鉢
、「
く
」の
字
口
縁
浅
鉢
、
方
形
波
状
口
縁
浅
鉢
、
壺
な
ど
で
構

成
さ
れ
、
突
帯
の
刻
み
は
指
や
棒
状
工
具
が
主
体
と
な
る
土
器
群
で
あ
る
。
後
半
（
Ⅲ
ｂ
期
）
は
方
形
波
状
口
縁
浅
鉢
が
消
滅
し
、
屈
曲
し
て

突
帯
を
張
り
付
け
る
鉢
形
土
器
が
加
わ
る
。
屈
曲
二
条
突
帯
の
口
縁
部
突
帯
は
口
唇
部
に
接
す
る
も
の
が
多
く
な
り
、
刻
み
は
棒
状
工
具
や
ヘ

ラ
に
よ
る
施
文
が
主
体
で
、
屈
曲
部
が
ゆ
る
や
か
に
な
る
。
ま
た
、
壺
の
口
縁
部
は
外
反
す
る
も
の
、
端
部
を
肥
厚
す
る
も
の
、
外
反
し
て
沈

二
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線
を
引
く
も
の
な
ど
が
あ
る
。Ⅳ
期
は
板
付
式
系
土
器
群
が
組
成
に
加
わ
る
時
期
で
、
板
付
式
系
土
器
と
突
帯
文
式
系
土
器
が
共
伴
す
る
前
半

（
Ⅳａ
期
）
と
、
板
付
式
系
土
器
が
主
体
で
弥
生
化
し
た
亀
の
甲
タ
イ
プ
の
突
帯
文
系
土
器
が
加
わ
る
後
半
（
Ⅳ
ｂ
期
）に
細
分
さ
れ
る
。
Ⅳａ
期

は
逆
く
の
字
口
縁
浅
鉢
が
ほ
ぼ
消
滅
し
、
板
付
甕
が
組
成
に
加
わ
る
と
と
も
に
、
板
付
甕
の
影
響
を
受
け
て
口
縁
端
部
が
外
反
し
た
屈
曲
二
条

突
帯
甕
な
ど
、
両
者
の
折
衷
土
器
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
壺
は
夜
臼
式
系
の
も
の
に
加
え
て
、
胴
部
と
頸
部
の
境
が
明
瞭
で
沈
線
等
で
区

画
し
、
口
縁
部
が
肥
厚
す
る
板
付
式
系
の
壺
も
加
わ
る
。
Ⅳ
ｂ
期
は
、
屈
曲
二
条
突
帯
文
系
の
深
鉢
は
屈
曲
部
が

な
く
な
り
、
口
縁
端
部
突
帯
は
端
部
に
接
し
て
平
坦
面
を
形
成
し
、
刻
み
は
へ
ら
で
浅
く
粗
に
施
文
す
る
よ
う
に
な

り
、
こ
の
ほ
か
板
付
式
系
の
甕
や
壺
、
高
坏
で
構
成
さ
れ
る
。

他
地
域
と
の
併
行
関
係
は
、
若
干
前
後
す
る
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
Ⅰ
期
が
古
閑
式
併
行
（
縄
文
時
代
晩
期

前
半
）、
Ⅱ
期
が
黒
川
式
併
行（
縄
文
時
代
晩
期
後
半
）、
Ⅲａ
期
が
山
ノ
寺
式
・
夜
臼
式
期（
弥
生
時
代
早
期
）、
Ⅲ

ｂ
期
が
板
付
Ⅰ
式
期（
弥
生
時
代
前
期
前
半
）、
Ⅳ
期
が
板
付
Ⅱ
式
期（
弥
生
時
代
前
期
後
半
）に
凡
そ
位
置
づ
け
ら

れ
る
。

　
　
生
業
の
変
化

大
村
市
黒
丸
遺
跡
に
お
け
る
Ⅰ
期（
縄
文
時
代
晩
期
）～
Ⅲ
期（
弥
生
時
代
前
期
前
半
）の
石
器
組
成
は
、一
貫
し

て
扁
平
打
製
石
斧
と
石
鏃
か
ら
な
る
。
Ⅰ
期
以
前
の
事
例
と
し
て
、
諫
早
市
伊
木
力
遺
跡
（
縄
文
時
代
後
晩
期
）の

石
器
組
成
を
比
較
す
る
と
、
石
錘
・
磨
製
石
斧
の
減
少
と
、
石
鏃
、
石
皿
、
扁
平
打
製
石
斧
の
増
加
が
顕
著
で
あ
り
、

漁
労
活
動
の
低
下
と
と
も
に
、
植
物
質
食
糧
の
利
用
に
も
変
化
が
生
じ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る（
表
２
─
１
）。
研
究
史

で
若
干
ふ
れ
た
が
、
最
近
の
研
究
で
は
、
九
州
の
縄
文
時
代
後
期
後
半
以
降
、
ダ
イ
ズ
・
ア
ズ
キ
・
イ
ネ
・
オ
オ
ム
ギ

な
ど
の
栽
培
の
可
能
性
が
説
か
れ
、
扁
平
打
製
石
斧
の
急
激
な
増
加
は
こ
れ
ら
の
栽
培
と
密
接
に
関
連
し
た
現
象
で

あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
14
）。
長
崎
県
内
で
も
、
島
原
市
大
野
原
遺
跡（
縄
文
時
代
後
期
後
葉
）（
仙
波
靖

三

狩猟具 漁撈具

石鏃 石錘 磨石
敲石 石皿 打製

石斧
磨製
石斧

削器
掻器 石匙 石錐 彫器 楔形

石器 砥石

伊木力 諫早市　 後期主体 19 32 18 0 9 54 159 8 7 9 3 3

肥賀太郎 島原市 晩期後半主体 69 5 17 31 50 6 185 6 2 0 4 12

加工具植物加工具
時期所在地遺跡名

表２‐1　縄文時代後期〜晩期の石器組成
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写真２‐６　種子圧痕の土器付着位置とレプリカの走査顕微鏡像（島原半島の事例）
（大野原遺跡（上）　小畑ほか（2007）「土器圧痕からみた縄文時代後、晩期における九州のダイズ栽培」より）
（権現脇遺跡（下）　南島市教育委員会　深江町文化財調査報告書第2集より）
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子
・
小
畑
知
己（
二
〇
〇
八
）「
土
器
圧
痕
資
料
調
査
報
告
」）、
島
原
市
肥
賀
太
郎
遺
跡（
Ⅱ
期
）（
15
）、
南
島
原
市
権
現
脇
遺
跡（
Ⅱ
～
Ⅲ
期
）

（
16
）で
、
大
量
の
扁
平
打
製
石
斧
と
と
も
に
、
ダ
イ
ズ
の
土
器
圧
痕
が
検
出
さ
れ
、
権
現
脇
遺
跡
で
は
、
Ⅲ
期
の
イ
ネ
の
圧
痕
も
検
出
さ
れ
て
お

り（
写
真
２
─
６
）、
同
時
期
に
お
け
る
大
村
湾
沿
岸
で
の
遺
跡
の
大
規
模
化
や
扁
平
打
製
石
斧
の
増
加
も
、
同
様
の
文
脈
で
理
解
で
き
る
可
能
性

は
高
い
。

た
だ
し
、
黒
丸
遺
跡
で
は
Ⅲ
ｂ
期
の
低
湿
地
型
貯
蔵
穴
が
併
せ
て
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
来
の
採
集
活
動
も
健
在
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。

　
　
周
辺
地
域
か
ら
の
影
響

■
一
．
東
日
本
縄
文
文
化
の
影
響
―
石
剣

東
日
本
の
精
神
文
化
の
影
響
を
推
測
さ
せ
る
遺
物
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
石
剣
で
あ
る
。
石
剣
は
東
日
本
を
中
心
に
分
布
す
る
呪
術

具
で
あ
る
が
、
縄
文
時
代
後
期
後
半
以
降
、
土
偶
な
ど
他

の
精
神
文
化
遺
物
を
伴
っ
て
、
変
容
し
な
が
ら
も
九
州
ま

で
波
及
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る（
17
）。
黒
丸
遺

跡
の
Ⅳ
ｂ
期
の
土
壙
内
か
ら
出
土
し
た
石
剣
は
頁
岩
製
で
、

橿
原
型
石
剣
に
類
似
す
る
。
断
面
楕
円
形
で
側
面
に
沈
線

を
刻
み
、
正
面
に
八
～
九
本
単
位
の
弧
状
沈
線
で
文
様
を

描
い
て
い
る
。
出
土
遺
構
は
弥
生
時
代
前
期
後
半
に
属
す

る
が
、
こ
の
よ
う
な
文
様
を
持
つ
石
剣
の
事
例
は
、
周
辺
地

域
で
も
縄
文
時
代
晩
期
を
下
る
事
例
は
な
い
。
出
土
地
点

は
河
川
の
氾
濫
原
と
考
え
ら
れ
、
黒
川
式
併
行
期
の
土
器

四

図２‐13　石剣（黒丸遺跡）
（長崎県教育委員会　長崎県文化財調査報告書第204集より）
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も
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
晩
期
包
含
層
中
か
ら
の
混
入
の
可
能
性
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
か（
図
２
─
13
）。

■
二
．
韓
半
島
か
ら
の
影
響

孔
列
文
土
器

大
村
市
野
田
の
久
保
遺
跡
で
、
Ⅲ
ｂ
～
Ⅳａ
期
の
土
器
と
と
も
に
出
土
し
て
い
る（
18
）。
直
口
縁
の
深
鉢
口
縁
部
片

で
、
口
縁
直
下
に
大
き
め
の
穴
が
一
列
に
並
ん
で
い
る
。
穿
孔
は
外
側
か
ら
内
側
に
向
け
て
開
い
て
お
り
、
口
唇
部

ま
で
の
距
離
が
短
く
、
各
孔
の
間
隔
も
詰
ま
っ
て
い
る
。
韓
半
島
の
孔
列
文
土
器
の
研
究
に
よ
れ
ば
、（
ⅰ
）孔
列
の
孔

の
径
は
大
き
な
も
の
か
ら
小
さ
な
も
の
へ
、（
ⅱ
）
孔
同
士
の
距
離
は
広
い
も
の
か
ら
狭
い
も
の
へ
、（
ⅲ
）
孔
か
ら
口
唇
部

ま
で
の
距
離
は
短
い
も
の
か
ら
長
い
も
の
へ
、（
ⅳ
）
穿
孔
方
向
は
内
→
外
か
ら
外
→
内
へ
と
変
化
す
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る（
19
）。
こ
れ
ら
の
特
徴
に
照
ら
せ
ば
、
野
田
の
久
保
遺
跡
出
土
例
は
、
比
較
的
新
し
い
特
徴
を
備
え
て

い
る
。
周
辺
の
出
土
例
で
は
黒
川
式
か
ら
突
帯
文
段
階
（
Ⅱ
～
Ⅲ
期
）に
伴
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
野
田

の
久
保
遺
跡
の
時
期
及
び
孔
列
文
土
器
の
特
徴
と
も
符
合
す
る（
図
２
─
14
）。

日
本
国
内
で
は
、
北
部
九
州
か
ら
九
州
西
岸
を
経
て
南
九
州
で
も
出
土
す
る
ほ
か
、
最
近
で
は
山
陰
な
ど
日
本

海
沿
岸
で
の
出
土
例
も
増
え
て
い
る
孔
列
文
土
器
で
あ
る
が（
20
）、
韓
半
島
の
孔
列
文
土
器
そ
の
も
の
が
搬
入
さ
れ
る

事
例
は
ご
く
ま
れ
で
、
縄
文
晩
期
土
器
そ
の
も
の
に
、
孔
列
文
の
意
匠
の
み
が
加
え
ら
れ
た
事
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

野
田
の
久
保
遺
跡
出
土
例
の
場
合
、
表
面
が
磨
滅
し
て
お
り
詳
し
い
観
察
は
困
難
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
胎
土
は

突
帯
文
段
階
の
土
器
と
差
が
な
い
。
恐
ら
く
、
穿
孔
と
い
う
可
視
的
な
情
報
の
み
が
持
ち
込
ま
れ
て
縄
文
土
器
に
反
映
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、

こ
の
土
器
の
み
で
人
の
移
動
を
伴
う
よ
う
な
濃
密
な
交
流
を
想
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
長
崎
県
内
で
は
唯
一
の
孔
列
文
土
器
の
出

土
例
で
あ
り
、
お
な
じ
大
村
湾
沿
岸
で
韓
半
島
系
の
埋
葬
習
俗
で
あ
る
風
観
岳
支
石
墓
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
伴
っ
て
韓
半

島
か
ら
の
情
報
が
間
接
的
若
し
く
は
断
片
的
に
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

支
石
墓

図２‐14　孔列文土器（野田の久保遺跡）
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図２‐15　支石墓（風観岳支石墓群）
� （諫早市教育委員会　諫早市文化財調査報告書第19集より）
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支
石
墓
と
は
、
埋
葬
施
設
を
地
下
に
持
ち
、
地
上
に
巨
大
な
石
を
配
す
る
特
異
な
墓
制
で
あ
り
、
広
く
東
北
ア
ジ
ア
に
展
開
し
て
い
る
。
日

本
で
は
碁
盤
形
の
支
石
墓
が
主
体
で
あ
る
が
、
そ
の
祖
形
は
韓
半
島
の
同
様
の
支
石
墓
に
求
め
ら
れ
、
日
本
に
お
け
る
初
期
農
耕
の
故
地
を
探

求
す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
古
く
か
ら
研
究
の
俎そ

上じ
ょ
うに

乗
せ
ら
れ
て
き
た
。

諫
早
市
風
観
岳
支
石
墓
は
、
大
村
湾
を
見
下
ろ
す
標
高
二
四
〇
㍍
前
後
の
丘
陵
状
に
立
地
す
る（
21
）。
発
掘
調
査
に
よ
り
一
〇
〇
基
を
超

え
る
支
石
墓
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
六
つ
の
支
群
で
構
成
さ
れ
、
内
部
主
体
は
石
棺
と
土
壙
で
あ
る
。
副
葬
品
と
し
て
小
壺
が
伴
う
も
の
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
近
隣
の
大
野
台
支
石
墓（
鹿
町
町
）や
狸
山
支
石
墓（
佐
々
町
）、
小
川
内
支
石
墓（
同
）、
原
山
支
石
墓（
南
島
原
市
北

有
馬
町
）で
も
共
通
し
て
お
り
、
長
崎
県
本
土
部
で
の
特
徴
で
あ
る（
22
）。

支
石
墓
の
系
譜
に
つい
て
は
、
壱
岐
・
対
馬
経
由
で
玄
界
灘
沿
岸
に
到
達
し
た
と
す
る
説（
23
）
と
、
済
州
島
経
由
で
五
島
列
島
に
到
達
し
た
と

す
る
説（
24
）
が
あ
っ
た
が
、
支
石
墓
の
諸
属
性
や
副
葬
品
の
特
徴
を
分
析
し
た
最
近
の
研
究
で
は
、
韓
半
島
南
江
流
域
を
故
地
と
し
、
石
槨
に

木
棺
を
据
え
る
地
下
施
設
を
有
し
、
磨
製
石
剣
や
磨
製
石
鏃
、
丹
塗
り
壺
、
玉
類
を
副
葬
す
る
支
石
墓
を
祖
形
と
し
て
、
ま
ず
玄
界
灘
沿
岸

地
域
に
至
り
、
そ
の
後
地
下
施
設
の
属
性
や
副
葬
品
の
構
成
が
変
容
し
つつ
、
西
北
九
州
や
佐
賀
平
野
へ
と
二
次
的
に
波
及
し
た
こ
と
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る（
25
）。
風
観
岳
支
石
墓
は
、
二
次
的
と
は
い
え
韓
半
島
か
ら
の
影
響
が
間
接
的
に
波
及
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る（
図
２
─
15
）。

　
　
大
村
湾
岸
遺
跡
群
の
特
色

こ
の
よ
う
に
、
気
候
の
寒
冷
化
に
端
を
発
し
た
縄
文
時
代
後
期
末
に
始
ま
る
大
村
湾
沿
岸
で
の
遺
跡
群
の
立
地
変
動
は
、
生
業
の
変
化
に
留

ま
ら
ず
、
そ
の
後
墓
制
や
土
器
、
精
神
文
化
の
変
化
と
連
動
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
変
化
を
促
し
た
要
素
は
、
大
村
湾
沿
岸
と
い
う

狭
い
範
囲
に
留
ま
ら
ず
、
東
日
本
や
韓
半
島
と
幅
広
い
地
域
か
ら
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
後
期
後
葉
の
黒
色
磨
研
土
器
様

式
や
晩
期
後
葉
（
弥
生
時
代
早
期
）の
突
帯
文
土
器
様
式
と
い
っ
た
、
東
海
以
西
に
広
く
展
開
す
る
広
域
土
器
様
式
文
化
圏
が
成
立
し
た
こ
と

と
無
関
係
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
広
域
な
土
器
様
式
文
化
圏
の
成
立
の
背
景
に
は
、
地
域
間
で
の
情
報
の
動
き
、
人
の
動
き
の
活
性
化
が
想

定
で
き
、
遠
隔
地
の
情
報
が
伝
わ
る
素
地
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
支
石
墓
や
孔
列
文
土
器
に
み
る
よ
う
に
、

五
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表２‐2　縄文時代晩期～弥生時代前期の遺構・遺物（大村湾沿岸）
細分遺跡・地点 特徴的な遺構

併行
関係

a 黒丸（市30集）

b

黒丸（県132集）
2b･2c層･住居跡
黒丸（市20集）
KOC615-2
黒丸（市24集）
KOC26・KOC29・
KOE21
葛城（県98集）

住居跡
（県132集）

a
岩名（市24集）
黒丸（市20集）KOB7
黒丸（県201集）

b

黒丸（市20集）
KOA650-1・KOB2下層
黒丸（市24集）
KOB28・KOB35
黒丸（県132集）2b層
黒丸（県201集）
風観岳（市24集）

a
黒丸（県132集）
Ⅳ区2層･2b層

山
ノ
寺
式

夜
臼
式

b
風観岳D地点
（諫早市19集）

支石墓
（風観岳）
貯蔵穴
（県132集）

縄文系磨製石斧（風観岳）
紡錘車？未穿孔（風観岳）

原
山
式

板
付
Ⅰ
式

a

黒丸（市20集）
KOA31・KOA33・
KOB2中層
黒丸（県201集）
野田の久保（県98集）

孔列文土器（野田の久保）
打製石斧・2孔石包丁
（KOA31）

b
黒丸（県204集）
黒丸（市20集）KOA29
黒丸（市24集）KOB29

擦切石包丁（KOA32）
（県204集Ⅸ層）
韓半島無文土器（勒島式）
（SK15）
石棒（SK31）
扁平片刃石斧・柱状片刃石斧
（県204集Ⅸ層）
紡錘車？（県204集Ⅸ層）

時期/特徴

打製石斧（KOC29･KOC615-2）

打製石斧・石鏃（岩名）

打製石斧・石鏃・スクレイパー
（風観岳）
打製石斧（KOB28･35)

特徴的な遺物

縄
文
時
代
晩
期

Ⅲ
期

刻
目
突
帯
文
土
器
群

弥
生
時
代
前
期

弥
生
時
代
早
期

板
付
Ⅱ
式

古
閑
式

黒
川
式

礫
石
原
式

Ⅰ
期

Ⅱ
期

打
製
石
斧
は
普
遍
的
に
出
土

Ⅳ
期

板
付
系
土
器
群
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韓
半
島
か
ら
九
州
北
岸
・
西
岸
地
域
を
伝
う
情
報
や
人
の
往
来
が
確
実
に
存
在
し
た
。
こ
の
よ
う
な
多
方
面
か
ら
の
情
報
の
蓄
積
が
、
九
州
西

岸
の
大
村
湾
沿
岸
の
遺
跡
群
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
が
、
新
来
の
文
化
が
在
来
の
文
化
を
駆
逐
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
在
来
の

文
化
に
付
加
さ
れ
る
形
で
受
容
さ
れ
て
い
る
点
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
在
来
の
文
化
要
素
は
、
弥
生
時
代
前
期
ま
で
色
濃
く
残
る
突
帯

文
土
器
の
影
響
や
、
堅
果
類
の
低
湿
地
型
貯
蔵
穴
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
縄
文
時
代
晩
期
～
弥
生
時
代
前
期
の
文
化
動
態
は
、
西
日
本
各
地
で
地
域
差
を
持
っ
て
進
行
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つつ

あ
る
。
九
州
の
西
に
位
置
す
る
大
村
湾
沿
岸
は
、
多
方
面
か
ら
の
新
来
の
文
化
要
素
と
伝
統
的
な
文
化
要
素
と
の
相
克
や
、
外
来
文
化
要
素

の
段
階
的
な
受
容
が
つ
ぶ
さ
に
読
み
取
れ
る
地
域
で
あ
り
、
生
業
や
墓
制
の
一
部
に
新
来
の
文
化
を
受
容
し
つつ
も
、
土
器
や
生
業
の
一
部
に
は

縄
文
系
の
要
素
が
弥
生
時
代
ま
で
色
濃
く
残
存
す
る
地
域
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う（
表
２
─
２
）。

�

（
中
尾
篤
志
）

註（
１
）　

藤
森
栄
一『
縄
文
農
耕
』　

学
生
社　
一
九
七
〇

　
　
　

賀
川
光
夫
「
縄
文
時
代
の
農
耕
」『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』一
九
六
六
年
二
月
号　

北
隆
館　
ニュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
社　
一
九
九
六

（
２
）　�

中
沢
道
彦
「
縄
文
農
耕
論
を
め
ぐ
っ
て
―
栽
培
植
物
種
子
の
検
証
を
中
心
に
―
」『
弥
生
時
代
の
考
古
学
５　

食
糧
の
獲
得
と
生
産
』　

同
成
社　
二
〇

〇
九

（
３
）　

甲
元
眞
之
「
環
東
中
国
海
の
先
史
漁
撈
文
化
」『
文
学
部
論
叢
』第
65
号　

 

熊
本
大
学
文
学
会　
一
九
九
九

（
４
）　

宮
本
一
夫
「
朝
鮮
半
島
新
石
器
時
代
の
農
耕
化
と
縄
文
農
耕
」『
古
代
文
化
』第
五
五
巻
第
七
号　

財
団
法
人
古
代
学
協
会　
二
〇
〇
三

　
　
　

�

宮
本
一
夫
「
園
耕
と
縄
文
農
耕
」『
韓
・
日
新
石
器
時
代
の
農
耕
問
題
』第
六
回
韓
・
日
新
石
器
時
代
共
同
学
術
大
会
発
表
資
料
集　

韓
国
新
石
器
学
会
・

九
州
縄
文
研
究
会　
二
〇
〇
五

（
５
）　

幸
泉
満
夫
「
西
日
本
初
期
扁
平
打
製
石
鍬
集
成
図
譜
」『
山
口
県
立
博
物
館
研
究
報
告
』第
33
号　
二
〇
〇
七

　
　
　

�

幸
泉
満
夫
「
西
日
本
に
お
け
る
打
製
石
鍬
の
出
現
」『
地
域
・
文
化
の
考
古
学
―
下
條
信
行
先
生
退
任
記
念
論
文
集
―
』　

愛
媛
大
学
法
文
学
部
考
古
学

研
究
室
下
條
信
行
先
生
退
任
記
念
事
業
会　
二
〇
〇
八

（
６
）　

前
掲
註（
２
）
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（
７
）　

小
畑
弘
己『
東
北
ア
ジ
ア
古
民
族
植
物
学
と
縄
文
農
耕
』　

同
成
社　
二
〇
一
一

（
８
）　

中
山
誠
二『
植
物
考
古
学
と
日
本
の
農
耕
の
起
源
』　

同
成
社　
二
〇
一
〇

（
９
）　�

小
畑
弘
己
・
佐
々
木
由
香
・
仙
波
靖
子
「
土
器
圧
痕
か
ら
み
た
縄
文
時
代
後
・
晩
期
に
お
け
る
九
州
の
ダ
イ
ズ
栽
培
」『
植
生
史
研
究
』第
一
五
巻
第
二

号　

日
本
植
生
史
学
会　
二
〇
〇
七

（
10
）　�
小
畑
弘
己
「
縄
文
時
代
に
お
け
る
ア
ズ
キ
・
ダ
イ
ズ
の
栽
培
に
つ
い
て
」『
先
史
学
・
考
古
学
論
究
Ⅴ　

甲
元
眞
之
先
生
退
官
記
念
』　

龍
田
考
古
会　

二
〇
一
〇

（
11
）　

宮
本
一
夫
「
縄
文
農
耕
と
縄
文
社
会
」『
古
代
史
の
論
点
』１
環
境
と
食
糧
生
産　

小
学
館　
二
〇
〇
〇

　
　
　
松
本
直
子
「
伝
統
と
変
革
に
揺
れ
る
社
会
―
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
先
史
時
代
の
交
流
」『
古
代
学
研
究
』第
１
１
７
号　

古
代
学
研
究
会　
二
〇
〇
二

（
12
）　�

水
ノ
江
和
同
「
北
部
九
州
の
縄
紋
後
・
晩
期
土
器
―
三
万
田
式
か
ら
刻
目
突
帯
文
土
器
の
直
前
ま
で
―
」『
縄
文
時
代
』
第
８
号　

縄
文
時
代
文
化
研

究
会　
一
九
九
七

　
　
　

�

宮
地
聡
一
郎
「
刻
目
突
帯
文
土
器
圏
の
成
立（
上
・
下
）」『
考
古
学
雑
誌
』第
八
八
巻
第
一
・
二
号　

日
本
考
古
学
会　
二
〇
〇
四

　
　
　
小
南
裕
一
「
北
部
九
州
地
域
に
お
け
る
弥
生
文
化
成
立
期
前
後
の
土
器
編
年
」『
古
文
化
談
叢
』第
五
二
集　

九
州
古
文
化
研
究
会　
二
〇
〇
五

（
13
）　�

大
野
安
生
「
黒
丸
遺
跡
沖
田
地
区
出
土
土
器
の
検
討
―
黒
川
式
か
ら
山
ノ
寺
式
ま
で
の
編
年
試
案
―
」『
西
海
考
古
』
第
四
号　

西
海
考
古
同
人
会　

二
〇
〇
一

（
14
）　�

前
掲
註（
10
）

（
15
）　�

山
崎
純
男
・
片
多
雅
樹
「
長
崎
県
肥
賀
太
郎
遺
跡
に
お
け
る
土
器
圧
痕
の
検
討
」『
肥
賀
太
郎
遺
跡
』
長
崎
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
１
８
９
集　

長

崎
県
教
育
委
員
会　
二
〇
〇
六

（
16
）　�

小
畑
弘
己
・
仙
波
靖
子
「
レ
プ
リ
カ
法
に
よ
る
長
崎
県
権
現
脇
遺
跡
出
土
土
器
圧
痕
の
種
子
類
の
同
定
」『
権
現
脇
遺
跡
』
深
江
町
文
化
財
調
査
報
告

書
第
２
集　

深
江
町
教
育
委
員
会　
二
〇
〇
六

（
17
）　

後
藤
信
祐
「
縄
文
後
晩
期
の
石
剣
形
石
製
品
の
研
究（
上
）」『
考
古
学
研
究
』第
三
三
巻
第
三
号　

考
古
学
研
究
会　
一
九
八
六

　
　
　
後
藤
信
祐
「
縄
文
後
晩
期
の
石
剣
形
石
製
品
の
研
究（
下
）」『
考
古
学
研
究
』第
三
三
巻
第
四
号　

考
古
学
研
究
会　
一
九
八
七

（
18
）　�

長
崎
県
教
育
委
員
会
「
野
田
の
久
保
遺
跡
」『
九
州
横
断
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
緊
急
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅶ
』
長
崎
県
文
化
財
調
査
報
告

書
第
98
集　
一
九
九
〇

（
19
）　

片
岡
宏
二『
弥
生
時
代
渡
来
人
と
土
器
・
青
銅
器
』　

雄
山
閣　
一
九
九
九

（
20
）　

千　

羨
幸
「
西
日
本
の
孔
列
土
器
」『
日
本
考
古
学
』第
二
五
号 

日
本
考
古
学
協
会　
二
〇
〇
八



360

（
21
）　

諫
早
市
教
育
委
員
会『
風
観
岳
支
石
墓
群
発
掘
調
査
報
告
書
』諫
早
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
19
集　
二
〇
〇
六

（
22
）　

鹿
町
町
教
育
委
員
会『
大
野
台
遺
跡
―
Ⅰ
重
要
遺
跡
範
囲
確
認
報
告
』　
一
九
八
三

　
　
　
坂
田
邦
洋
「
長
崎
県
・
小
川
内
支
石
墓
発
掘
調
査
報
告
」『
古
文
化
談
叢
』第
五
集　

九
州
古
文
化
研
究
会　
一
九
七
八

　
　
　
北
有
馬
町
教
育
委
員
会『
国
指
定
史
跡
原
山
支
石
墓
群
環
境
整
備
事
業
報
告
書
』　
一
九
八
一

（
23
）　�
森
貞
次
郎
「
日
本
に
お
け
る
初
期
の
支
石
墓
」『
金
載
元
博
士
回
甲
記
念
論
叢
』　

金
載
元
博
士
回
甲
紀
念
論
叢
編
輯
委
員
会　

韓
国
国
立
中
央
博
物

館 　
一
九
六
九

　
　
　
甲
元
眞
之
「
西
北
九
州
支
石
墓
の
一
考
察
」『
法
文
論
叢
』41　

京
都
大
学
法
学
会　
一
九
七
八

　
　
　

�

岩
崎
二
郎
「
北
部
九
州
に
お
け
る
支
石
墓
の
出
現
と
展
開
」『
鏡
山
猛
先
生
古
稀
記
念　

古
文
化
論
攷
』　

鏡
山
猛
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会　

一
九
八
〇

（
24
）　

西
谷　

正
「
日
朝
原
始
墳
墓
の
諸
問
題
」『
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
日
本
古
代
史
講
座
Ⅰ
』　

学
生
社　
一
九
八
〇

　
　
　
黒
丸
遺
跡
調
査
会『
黒
丸
遺
跡
』長
崎
県
大
村
市
黒
丸
町
所
在
黒
丸
遺
跡
の
調
査
報
告　
一
九
八
〇

　
　
　
本
間
元
樹
「
支
石
墓
と
渡
来
人
」『
古
文
化
論
叢　

児
嶋
隆
人
先
生
喜
寿
記
念
論
集
』　

児
嶋
隆
人
先
生
喜
寿
記
念
事
業
会　
一
九
九
一

（
25
）　�

端
野
晋
平
「
支
石
墓
伝
播
の
プ
ロ
セ
ス
―
韓
半
島
南
端
部
・
九
州
北
部
を
中
心
と
し
て
―
」『
日
本
考
古
学
』第
一
六
号　

日
本
考
古
学
協
会　
二
〇
〇

三


